
(57)【要約】
本発明は、共役リノール酸の製造に関し、特に、共役リノール酸を含む栄養補助食品、飼
料、および食品に関する。それにより、純度および酸価の高い共役リノール酸を製造する
ための工程が開示される。これらの工程は、アルコラート触媒、およびヒマワリ油、ベニ
バナ油、またはトウモロコシ油のエステルをリノール酸源として利用する。この工程によ
って製造された共役リノール酸のエステルは、動物飼料、またはヒトによる摂取のために
適した食品に用いることができる。さらにエステルを、遊離脂肪酸に変換すること、また
はトリグリセリド中に組み入れることもできる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 以 下 の 段 階 を 含 む 、 酸 価 の 高 い 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 製 造 す る た め の 方 法 ：
　 a） i） リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 、 お よ び
　 　 ii） ア ル コ ラ ー ト 触 媒 、
を 提 供 す る 段 階 ；
　 b） 該 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 を 該 ア ル コ ラ ー ト 触 媒 で 処 理 し て 、 共 役 リ ノ
ー ル 酸 エ ス テ ル 組 成 物 を 生 成 さ せ る 段 階 ；
　 c） 該 共 役 リ ノ ー ル 酸 エ ス テ ル 組 成 物 を ア ル カ リ で 処 理 し て 、 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル
酸 組 成 物 を 生 成 さ せ る 段 階 ； な ら び に
　 d） 該 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 緩 和 酸 （ mild acid） 洗 浄 に よ り 処 理 し て 、 遊
離 共 役 脂 肪 酸 組 成 物 を 生 成 さ せ る 段 階 。
【 請 求 項 ２ 】
　 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 の 酸 価 が 190を 上 回 る 、 請 求 項 1記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 の 酸 価 が 約 190～ 210で あ る 、 請 求 項 1記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 緩 和 酸 洗 浄 の pHが 約 5～ 7で あ る 、 請 求 項 1記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 段 階 （ d） が 複 数 の 緩 和 酸 洗 浄 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 1記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 緩 和 酸 洗 浄 が ク エ ン 酸 溶 液 に よ っ て 行 わ れ る 、 請 求 項 1記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 が 、 ベ ニ バ ナ 油 、 ヒ マ ワ リ 油 、 お よ び ト ウ モ ロ コ シ
油 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 油 か ら 得 ら れ る 、 請 求 項 1記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ア ル コ ラ ー ト 触 媒 が 、 ナ ト リ ウ ム メ チ ラ ー ト 、 カ リ ウ ム メ チ ラ ー ト 、 ナ ト リ ウ ム エ チ ラ
ー ト 、 お よ び カ リ ウ ム エ チ ラ ー ト か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 1記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ア ル コ ー ル が エ タ ノ ー ル で あ る 、 請 求 項 1記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 1記 載 の 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 組 成 物 の 酸 価 が 190を 上 回 る 、 請 求 項 10記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 組 成 物 の 酸 価 が 約 190～ 210で あ る 、 請 求 項 10記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 共 役 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 実 質 的 に 含 ま な い 、 請 求 項 10記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物
。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 ト ラ ン ス -ト ラ ン ス 型 脂 肪 酸 異 性 体 を モ ル 換 算 で 1.0％ 未 満 し か 含 ま な い 、 請 求 項 10記 載
の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 10記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 含 む 食 品 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 10記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 含 む カ プ セ ル 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 以 下 の 段 階 を 含 む 、 酸 価 の 高 い 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 製 造 す る た め の 方 法 ：
　 a） i） リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 、 お よ び
　 　 ii） ア ル コ ラ ー ト 触 媒 、
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を 提 供 す る 段 階 ；
　 b） 該 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 を 該 ア ル コ ラ ー ト 触 媒 で 処 理 し て 、 共 役 リ ノ
ー ル 酸 エ ス テ ル 組 成 物 を 生 成 さ せ る 段 階 ；
　 c） 残 留 ア ル コ ー ル を 含 む 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 が 生 成 さ れ る よ う な 条 件 下
で 、 該 共 役 リ ノ ー ル 酸 エ ス テ ル 組 成 物 を ア ル カ リ で 処 理 す る 段 階 ；
　 d） 遊 離 共 役 脂 肪 酸 を 含 む 油 相 お よ び 水 相 が 生 じ る よ う な 条 件 下 で 、 該 鹸 化 さ れ た 共 役
リ ノ ー ル 酸 組 成 物 に 強 酸 溶 液 を 注 入 す る 段 階 ； な ら び に
　 e） 該 残 留 ア ル コ ー ル と 該 共 役 脂 肪 酸 と の 間 の 再 エ ス テ ル 化 が 実 質 的 に 防 止 さ れ る よ う
な 条 件 下 で 、 該 油 相 と 該 水 相 を 直 ち に 分 離 す る 段 階 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 含 む 油 相 の 酸 価 が 190を 上 回 る 、 請 求 項 17記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 含 む 油 相 の 酸 価 が 約 190～ 210で あ る 、 請 求 項 17記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 段 階 （ e） に お け る 分 離 が 遠 心 分 離 に よ っ て 行 わ れ る 、 請 求 項 17記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 強 酸 溶 液 の pHが 約 2～ 3で あ る 、 請 求 項 17記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 が 、 ベ ニ バ ナ 油 、 ヒ マ ワ リ 油 、 お よ び ト ウ モ ロ コ シ
油 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 油 か ら 得 ら れ る 、 請 求 項 17記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 ア ル コ ラ ー ト 触 媒 が 、 ナ ト リ ウ ム メ チ ラ ー ト 、 カ リ ウ ム メ チ ラ ー ト 、 ナ ト リ ウ ム エ チ ラ
ー ト 、 お よ び カ リ ウ ム エ チ ラ ー ト か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 17記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 請 求 項 17記 載 の 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 酸 価 が 190を 上 回 る 、 請 求 項 24記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 酸 価 が 約 190～ 210で あ る 、 請 求 項 24記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 共 役 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 実 質 的 に 含 ま な い 、 請 求 項 24記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物
。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 ト ラ ン ス -ト ラ ン ス 型 脂 肪 酸 異 性 体 を モ ル 換 算 で 1.0％ 未 満 し か 含 ま な い 、 請 求 項 24記 載
の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 請 求 項 24記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 含 む 食 品 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 請 求 項 24記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 含 む カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 以 下 の 段 階 を 含 む 、 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 分 解 す る 方 法 ：
　 a） i） 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 含 む 組 成 物 、 お よ び
　 　 ii） 緩 和 酸 溶 液 、
を 提 供 す る 段 階 ； な ら び に
　 b） 該 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 含 む 組 成 物 を 該 緩 和 酸 溶 液 で 処 理 し て 、 遊 離 共 役 リ
ノ ー ル 酸 を 含 む 組 成 物 を 生 成 さ せ る 段 階 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 遊 離 共 役 脂 肪 酸 組 成 物 を 生 成 さ せ る た め に 段 階 （ b） を 少 な く と も 1回 繰 り 返 す 段 階 c）
を さ ら に 含 む 、 請 求 項 31記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
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　 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 の 酸 価 が 190を 上 回 る 、 請 求 項 31記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 の 酸 価 が 約 190～ 210で あ る 、 請 求 項 31記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 緩 和 酸 洗 浄 の pHが 約 5～ 7で あ る 、 請 求 項 31記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 請 求 項 31記 載 の 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 酸 価 が 190を 上 回 る 、 請 求 項 36記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 酸 価 が 約 190～ 210で あ る 、 請 求 項 36記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 共 役 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 実 質 的 に 含 ま な い 、 請 求 項 36記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物
。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 ト ラ ン ス -ト ラ ン ス 型 脂 肪 酸 異 性 体 を モ ル 換 算 で 1.0％ 未 満 し か 含 ま な い 、 請 求 項 36記 載
の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 請 求 項 36記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 含 む 食 品 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 請 求 項 36記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 含 む カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 以 下 の 段 階 を 含 む 、 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 分 解 す る 方 法
　 a） i） 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 お よ び 残 留 ア ル コ ー ル を 含 む 組 成 物 、 お よ び
　 　 ii） 強 酸 溶 液 、
を 提 供 す る 段 階 ；
　 b） 遊 離 共 役 脂 肪 酸 を 含 む 油 相 お よ び 残 留 エ タ ノ ー ル を 含 む 水 相 が 生 じ る よ う な 条 件 下
で 、 該 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 に 強 酸 溶 液 を 注 入 す る 段 階 ； な ら び に
　 c） 該 残 留 ア ル コ ー ル と 該 共 役 脂 肪 酸 と の 間 の 再 エ ス テ ル 化 が 実 質 的 に 防 止 さ れ る よ う
な 条 件 下 で 、 該 油 相 と 該 水 相 を 直 ち に 分 離 す る 段 階 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 含 む 油 層 の 酸 価 が 190を 上 回 る 、 請 求 項 43記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 含 む 油 相 の 酸 価 が 約 190～ 210で あ る 、 請 求 項 43記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 強 酸 溶 液 の pHが 約 2～ 3で あ る 、 請 求 項 43記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 請 求 項 43記 載 の 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 酸 価 が 190を 上 回 る 、 請 求 項 47記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 酸 価 が 約 190～ 210で あ る 、 請 求 項 47記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 共 役 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 実 質 的 に 含 ま な い 、 請 求 項 47記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物
。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 ト ラ ン ス -ト ラ ン ス 型 脂 肪 酸 異 性 体 を モ ル 換 算 で 1.0％ 未 満 し か 含 ま な い 、 請 求 項 47記 載
の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 請 求 項 47記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 含 む 食 品 。
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【 請 求 項 ５ ３ 】
　 請 求 項 47記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 含 む カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 以 下 の 段 階 を 含 む 、 酸 価 の 高 い 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 製 造 す る た め の 方 法 ：
　 a） i） リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 、 お よ び
　 　 ii） ア ル コ ラ ー ト 触 媒 、
を 提 供 す る 段 階 ；
　 b） 該 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 を 該 ア ル コ ラ ー ト 触 媒 で 処 理 し て 、 共 役 リ ノ
ー ル 酸 エ ス テ ル 組 成 物 を 生 成 さ せ る 段 階 ；
　 c） 該 共 役 リ ノ ー ル 酸 エ ス テ ル 組 成 物 を ア ル カ リ で 処 理 し て 、 残 留 ア ル コ ー ル を 含 む 鹸
化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 生 成 さ せ る 段 階 ；
　 d） 該 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 か ら エ タ ノ ー ル を 除 去 す る 段 階 ； な ら び に
　 e） 該 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 酸 溶 液 で 処 理 し て 、 遊 離 共 役 脂 肪 酸 組 成 物 を
生 成 さ せ る 段 階 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 の 酸 価 が 190を 上 回 る 、 請 求 項 54記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 の 酸 価 が 約 190～ 210で あ る 、 請 求 項 54記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 が 、 ベ ニ バ ナ 油 、 ヒ マ ワ リ 油 、 お よ び ト ウ モ ロ コ シ
油 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 油 か ら 得 ら れ る 、 請 求 項 54記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 ア ル コ ラ ー ト 触 媒 が 、 ナ ト リ ウ ム メ チ ラ ー ト 、 カ リ ウ ム メ チ ラ ー ト 、 ナ ト リ ウ ム エ チ ラ
ー ト 、 お よ び カ リ ウ ム エ チ ラ ー ト か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 54記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 請 求 項 54記 載 の 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 酸 価 が 190を 上 回 る 、 請 求 項 59記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 酸 価 が 約 190～ 210で あ る 、 請 求 項 59記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 共 役 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 実 質 的 に 含 ま な い 、 請 求 項 59記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物
。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 ト ラ ン ス -ト ラ ン ス 型 脂 肪 酸 異 性 体 を モ ル 換 算 で 1.0％ 未 満 し か 含 ま な い 、 請 求 項 59記 載
の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 請 求 項 59記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 含 む 食 品 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 請 求 項 59記 載 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 含 む カ プ セ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
発 明 の 分 野
　 本 発 明 は 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 の 製 造 に 関 し 、 特 に 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 含 む 飼 料 お よ び 食 品
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
発 明 の 背 景
　 1978年 に ウ ィ ス コ ン シ ン 大 学 の 研 究 者 ら は 、 調 理 さ れ た 牛 肉 に 含 ま れ 、 突 然 変 異 誘 発 を
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抑 制 す る よ う に 思 わ れ る 物 質 の 実 体 を 明 ら か に し た 。 こ の 物 質 は 、 共 役 二 重 結 合 を 有 す る
リ ノ ー ル 酸 （ C18： 2） の 複 数 の 位 置 異 性 体 （ positional isomer） の 混 合 物 で あ る こ と が
判 明 し た 。 c9,t11異 性 体 お よ び t10,c12異 性 体 が 最 も 多 く 存 在 す る が 、 ど の 異 性 体 が 観 察
さ れ た 生 物 活 性 の 原 因 で あ る か は 不 明 で あ る 。 標 識 取 り 込 み 試 験 に よ り 、 9,11異 性 体 が 動
物 組 織 の リ ン 脂 質 画 分 に 幾 分 優 先 的 に 取 り 込 ま れ て 組 み 込 ま れ 、 そ れ よ り も 10,12異 性 体
は 程 度 が 落 ち る こ と が 確 認 さ れ て い る （ Haら 、 Cancer Res., 50: 1097 [1990]） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 共 役 リ ノ ー ル 酸 （ CLAと 呼 ぶ ） に 付 随 し て み ら れ る 生 物 活 性 は 多 様 か つ 複 雑 で あ る 。 現
在 は そ の 作 用 機 序 に 関 し て は ほ と ん ど わ か っ て い な い が 、 進 行 中 の い く つ か の 前 臨 床 試 験
お よ び 臨 床 試 験 に よ り 、 生 理 学 的 お よ び 生 化 学 的 な 作 用 様 式 に 対 し て 新 た な 光 が 当 て ら れ
る 可 能 性 が 高 い 。 CLAの 抗 発 癌 性 は 文 献 的 に 十 分 に 立 証 さ れ て い る 。 Birtら 、 Cancer Res.
, 52: 2035s [1992]に よ っ て 示 さ れ て い る よ う に 、 CLAの 投 与 は ラ ッ ト 乳 腺 腫 瘍 の 形 成 を
抑 制 す る 。 Haら 、 Cancer Res., 50: 1097 [1990]は 、 マ ウ ス 前 胃 新 形 成 (forestomach neo
plasia)モ デ ル で 同 様 の 結 果 を 報 告 し て い る 。 CLAは イ ン ビ ト ロ で 標 的 の ヒ ト 黒 色 腫 細 胞 、
結 腸 癌 細 胞 、 お よ び 乳 癌 細 胞 に 対 す る 強 力 な 細 胞 毒 性 物 質 と し て も 同 定 さ れ て い る 。 最 近
の 主 な 総 説 論 文 で は 、 個 々 の 研 究 か ら 導 か れ た 結 論 の 妥 当 性 を 認 め て い る （ Ip, Am. J. C
lin. Nutr., 66(6Supp): 1523s [1997]） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 CLAの 作 用 機 序 は 未 だ に 明 確 で は な い が 、 少 な く と も イ ン ビ ボ で は 、 免 疫 系 の 何 ら か の
要 素 が 関 係 し て い る と い う 証 拠 が 得 ら れ て い る 。 参 照 と し て 本 明 細 書 に 組 み 入 れ ら れ る 米
国 特 許 第 5,585,400号 （ Cookら ） は 、 CLAを 含 む 食 事 を 与 え る こ と に よ る 、 動 物 に お け る I
型 過 敏 性 反 応 ま た は TgE過 敏 性 反 応 に よ り 媒 介 さ れ る ア レ ル ギ ー 反 応 を 減 弱 さ せ る た め の
方 法 を 開 示 し て い る 。 CLAは 濃 度 約 0.1％ ～ 1.0％ で は 白 血 球 を 保 存 す る 際 の 有 効 な 補 助 物
質 と な る こ と も 示 さ れ て い る 。 米 国 特 許 第 5,674,901号 （ Cookら 、 こ れ は 参 照 と し て 本 明
細 書 に 組 み 入 れ ら れ る ） は 、 遊 離 酸 ま た は 塩 の 形 態 に あ る CLAの 経 口 投 与 ま た は 非 経 口 的
投 与 が 、 細 胞 性 免 疫 に 付 随 す る CD-4お よ び CD-8リ ン パ 球 サ ブ ポ ピ ュ レ ー シ ョ ン の 増 加 を も
た ら す こ と を 開 示 し て い る 。 外 因 性 腫 瘍 壊 死 因 子 の 前 処 理 に よ っ て 生 じ る 有 害 作 用 は 、 CL
Aを 投 与 す る 動 物 に お け る CD-4細 胞 お よ び CD-8細 胞 の レ ベ ル の 上 昇 ま た は 維 持 に よ っ て 間
接 的 に 軽 減 し う る と 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 参 照 と し て 本 明 細 書 に 組 み 入 れ ら れ る 米 国 特 許
第 5,430,066号 は 、 免 疫 刺 激 に よ っ て 体 重 減 少 お よ び 食 欲 不 振 を 防 ぐ CLAの 効 果 を 記 載 し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 上 に 示 し た よ う な CLAの 治 療 的 お よ び 薬 理 学 的 な 利 用 に 加 え て 、 CLAを 栄 養 補 助 食 品 と
し て 栄 養 学 的 に 用 い る こ と に 関 し て も 大 き な 反 響 が あ る 。 CLAは 身 体 組 成 に 対 し て 大 き な
全 身 的 影 響 を 及 ぼ す こ と 、 特 に 脂 肪 量 お よ び 除 脂 肪 組 織 量 の 配 分 を 変 更 さ せ る こ と が 明 ら
か に な っ て い る 。 参 照 と し て 本 明 細 書 に 組 み 入 れ ら れ る 米 国 特 許 第 5,554,646号 （ Cookら
） は 、 0.5％ CLAを 含 む 食 事 を ブ タ 、 マ ウ ス お よ び ヒ ト に 与 え る と い う 、 CLAを 栄 養 補 助 食
品 と し て 利 用 す る 方 法 を 開 示 し て い る 。 そ れ ぞ れ の 種 で 、 脂 肪 含 有 量 の 有 意 な 減 少 が タ ン
パ ク 質 量 の 増 加 と と も に 観 察 さ れ た 。 こ れ ら の 動 物 で は 、 CLAの 添 加 に よ っ て 食 事 の 脂 肪
酸 含 有 量 を 増 加 さ せ て も 体 重 は 増 加 し な か っ た が 、 体 内 の 脂 肪 お よ び 除 脂 肪 組 織 の 再 分 布
が み ら れ た こ と は 興 味 深 い 。 食 事 面 で 興 味 深 い も う 1つ の 現 象 は 、 飼 料 転 換 に 対 す る CLA補
充 の 効 果 で あ る 。 米 国 特 許 第 5,428,072号 （ Cookら 、 こ れ は 参 照 と し て 本 明 細 書 に 組 み 入
れ ら れ る ） は 、 CLAを 動 物 飼 料 （ 鳥 類 お よ び 哺 乳 動 物 ） に 混 入 す る こ と に よ っ て 飼 料 転 換
効 率 が 高 ま り 、 CLAを 補 充 し た 動 物 の 方 が よ り 大 き い 体 重 増 加 が 得 ら れ た こ と を 示 す デ ー
タ を 提 供 し て い る 。 食 用 動 物 飼 育 者 に と っ て CLA補 充 に 有 益 な 効 果 が あ る 可 能 性 は 明 ら か
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 CLAに 対 す る 関 心 の も う 1つ の 重 要 な 源 で あ り 、 そ の 早 期 の 商 業 的 な 可 能 性 を 強 く 示 す も
の は 、 そ れ が ヒ ト お よ び 動 物 に よ っ て 摂 取 さ れ る 食 物 お よ び 飼 料 の い ず れ に も 天 然 に 存 在
す る と い う 点 で あ る 。 特 に CLAは 反 芻 動 物 に よ る 生 産 物 に 多 く 存 在 す る 。 例 え ば 、 種 々 の

10

20

30

40

50

(6) JP 2006-517237 A 2006.7.20



酪 農 製 品 に お け る CLAを 調 べ た 研 究 が い く つ か 行 わ れ て い る 。 Anejaら 、 J. Dairy Sci., 4
3: 231 [1990]は 、 乳 を ヨ ー グ ル ト に 加 工 す る と CLAが 濃 縮 さ れ る こ と を 観 察 し て お り （ Sh
antaら 、 Food Chem., 47: 257 [1993]） 、 加 工 温 度 の 上 昇 お よ び 乳 清 の 添 加 の 併 用 に よ り
、 プ ロ セ ス チ ー ズ の 製 造 時 に CLA濃 度 が 上 昇 す る こ と を 示 し て い る 。 別 の 研 究 で 、 Shanta
ら 、 J. Food Sci., 60: 695 [1995]は 、 加 工 お よ び 保 存 の 条 件 は CLA濃 度 の 大 き な 低 下 を
も た ら さ な い が 、 何 ら 上 昇 も 観 察 さ れ な か っ た こ と を 報 告 し て い る 。 実 際 に 、 い く つ か の
研 究 で は 、 季 節 変 動 ま た は 動 物 間 の 変 動 に よ っ て 牛 乳 の CLA含 有 量 に 3倍 も の 差 が 生 じ う る
こ と が 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 Parodiら 、 J. Dairy Sci., 60: 1550 [1977]を 参 照 ） 。 ま
た 、 Chinら 、 J. Food Camp. Anal., 5: 185 [1992]に よ っ て 指 摘 さ れ て い る よ う に 、 食 事
要 因 も CLA含 有 量 の 変 動 と 関 連 付 け ら れ て い る 。 天 然 の 源 に お け る CLA含 有 量 の こ の よ う な
変 動 の た め 、 各 種 の 食 品 を 処 方 さ れ た 量 だ け 摂 取 し て も 、 そ の 個 人 ま た は 動 物 が 所 望 の 栄
養 上 の 効 果 を 確 実 に 得 ら れ る 適 量 を 受 け る こ と は 保 証 さ れ な い と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 リ ノ ー ル 酸 は 生 体 脂 質 の 重 要 な 成 分 の 一 つ で あ り 、 ト リ グ リ セ リ ド お よ び リ ン 脂 質 の か
な り の 割 合 を 占 め る 。 リ ノ ー ル 酸 は 「 必 須 」 脂 肪 酸 と し て 知 ら れ 、 こ れ は 動 物 が 自 己 合 成
を 行 え な い た め 、 外 部 の 食 物 源 か ら 入 手 し な け れ ば な ら な い こ と を 意 味 す る 。 CLA型 の リ
ノ ー ル 酸 が 組 み 込 ま れ る と 、 非 共 役 リ ノ ー ル 酸 が 移 動 す る は ず で あ っ た 脂 質 上 の 位 置 へ の
CLAの 直 接 置 換 が 起 こ る 可 能 性 が あ る 。 し か し 、 こ の こ と は 証 明 さ れ て お ら ず 、 有 益 性 は
高 い が 未 解 明 の 観 察 さ れ た 効 果 の 一 部 は 、 脂 質 構 造 の 内 部 に お け る 、 非 共 役 リ ノ ー ル 酸 が
通 常 で あ れ ば 移 動 し な い と 考 え ら れ る 部 位 で の CLAの 再 配 置 に 起 因 す る 可 能 性 も あ る 。 動
物 CLAの 源 の 一 つ は 、 特 に 酪 農 製 品 の 場 合 に は 、 ま ず リ ノ ー ル 酸 を CLAに 異 性 化 し 、 続 い て
そ れ を ル ー メ ン の 腔 内 に 分 泌 す る と い う 、 天 然 の リ ノ ー ル 酸 に 対 す る あ る 種 の ル ー メ ン 細
菌 の 生 化 学 的 作 用 に よ る こ と が 現 在 で は 明 ら か に な っ て い る 。 Keplerら 、 J. Nutrition, 
56: 1191 [1966]は 、 ル ー メ ン 細 菌 の 一 種 で あ り 、 リ ノ ー ル 酸 の 生 体 水 素 添 加 反 応 に お け
る 中 間 体 と し て 9,11-CLAの 生 成 を 触 媒 す る ブ チ リ ビ ブ リ オ ・ フ ィ ブ リ ソ ル ベ ン ス （ Butyri
vibrio fibrisolvens） を 単 離 し た 。 Chinら 、 J. Nutrition, 124: 694 [1994]は さ ら に 、
対 応 す る 無 菌 ラ ッ ト で は CLAが 生 じ な か っ た こ と か ら 、 齧 歯 類 の 組 織 中 に 認 め ら れ た CLAが
細 菌 に 付 随 す る こ と を 見 い だ し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 治 療 的 な 用 途 お よ び 栄 養 学 的 な 用 途 の 双 方 を 目 的 と す る CLAの 確 定 的 な 商 業 用 の 源 の 開
発 に お い て は 、 規 定 の 材 料 を 大 量 に 製 造 す る た め の 工 程 が 必 要 で あ る 。 従 来 の ア プ ロ ー チ
に よ っ て 製 造 さ れ る ほ と ん ど の CLA製 品 に 伴 う 問 題 は 、 そ の 不 均 質 性 お よ び バ ッ チ 毎 に ア
イ ソ フ ォ ー ム に 大 き な ば ら つ き が あ る こ と で あ る 。 動 物 脂 の 代 わ り に 大 量 の 硬 化 油 お よ び
シ ョ ー ト ニ ン グ を 摂 取 す る と ト ラ ン ス -脂 肪 酸 の 含 有 量 の 多 い 食 事 が 得 ら れ る と い う 事 実
に 大 き な 注 目 が 寄 せ ら れ て い る 。 例 え ば 、 Holman, et al., PNAS, 88: 4830 [1991]は 、
硬 化 油 を 与 え た ラ ッ ト で は 通 常 と 異 な る 多 価 不 飽 和 脂 肪 酸 異 性 体 が 肝 臓 に 蓄 積 し 、 そ れ に
よ っ て 天 然 に 存 在 す る 多 価 不 飽 和 脂 肪 酸 の 正 常 な 代 謝 が 妨 げ ら れ る よ う に 思 わ れ る こ と を
示 し た 。 こ れ ら の 懸 念 に 関 し て は 、 Am. J. Public Health, 84: 722 (1974)の 初 期 の 論 説
に ま と め ら れ て い る 。 こ の た め 、 規 定 の 組 成 を 有 し 、 生 物 活 性 を 有 す る CLA製 品 に 対 し て
は 高 い 需 要 が 存 在 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
発 明 の 概 要
　 本 発 明 は 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 の 製 造 に 関 し 、 特 に 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 含 む 飼 料 お よ び 食 品
に 関 す る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 酸 価 の 高 い 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 製 造 す る た
め の 方 法 で あ っ て 、 a） i） リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 、 お よ び ii） ア ル コ ラ ー ト
触 媒 、 を 提 供 す る 段 階 ； b） リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 を ア ル コ ラ ー ト 触 媒 で 処
理 し て 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 エ ス テ ル 組 成 物 を 生 成 さ せ る 段 階 ； c） 共 役 リ ノ ー ル 酸 エ ス テ ル
組 成 物 を ア ル カ リ で 処 理 し て 、 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 生 成 さ せ る 段 階 ； な ら
び に d） 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 緩 和 酸 （ mild acid） 洗 浄 に よ り 処 理 し て 遊 離
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共 役 脂 肪 酸 組 成 物 を 生 成 さ せ る 段 階 、 を 含 む 方 法 を 提 供 す る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、
遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 の 酸 価 は 190を 上 回 る 。 ま た 別 の 態 様 に お い て 、 遊 離 共 役 リ ノ
ー ル 酸 組 成 物 の 酸 価 は 約 190～ 210で あ る 。 さ ら に 他 の 態 様 に お い て 、 緩 和 酸 洗 浄 の pHは 約
5～ 7で あ る 。 さ ら に 別 の 態 様 に お い て 、 段 階 （ d） は さ ら に 、 複 数 の 緩 和 酸 洗 浄 を 含 む 。
い く つ か の 態 様 に お い て 、 緩 和 酸 洗 浄 は ク エ ン 酸 溶 液 に よ っ て 行 わ れ る 。 本 発 明 は 、 い か
な る 特 定 の 出 発 原 料 油 に も 限 定 さ れ な い 。 実 際 に は 、 リ ノ ー ル 酸 エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 は
、 ベ ニ バ ナ 油 、 ヒ マ ワ リ 油 、 お よ び ト ウ モ ロ コ シ 油 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 油 か ら 得 ら
れ る 。 本 発 明 は 、 い か な る 特 定 の ア ル コ ラ ー ト 触 媒 の 使 用 に も 限 定 さ れ な い 。 実 際 に は 、
ア ル コ ラ ー ト 触 媒 は 、 ナ ト リ ウ ム メ チ ラ ー ト 、 カ リ ウ ム メ チ ラ ー ト 、 ナ ト リ ウ ム エ チ ラ ー
ト 、 お よ び カ リ ウ ム エ チ ラ ー ト か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 。 さ ら に 他 の 態 様 に お い て 、 ア
ル コ ー ル は エ タ ノ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 い く つ か の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 前 の 段 落 に 記 載 し た 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 共 役
リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 提 供 す る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 組 成 物 の 酸 価 は 190を 上 回 る 。
ま た 別 の 態 様 に お い て 、 組 成 物 の 酸 価 は 約 190～ 210で あ る 。 さ ら に 他 の 態 様 に お い て 、 組
成 物 は 共 役 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 実 質 的 に 含 ま な い 。 さ ら に 別 の 態 様 に お い て 、 組 成 物
は ト ラ ン ス -ト ラ ン ス 型 脂 肪 酸 異 性 体 を モ ル 換 算 で 1.0％ 未 満 し か 含 ま な い 。 い く つ か の 態
様 に お い て は 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 含 む 食 品 ま た は カ プ セ ル が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 い く つ か の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 酸 価 の 高 い 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 製 造 す る た め の 方 法
で あ っ て 、 a） i） リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 、 お よ び ii） ア ル コ ラ ー ト 触 媒 、 を
提 供 す る 段 階 ； b） リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 を ア ル コ ラ ー ト 触 媒 で 処 理 し て 共
役 リ ノ ー ル 酸 エ ス テ ル 組 成 物 を 生 成 さ せ る 段 階 ； c） 残 留 ア ル コ ー ル を 含 む 鹸 化 さ れ た 共
役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 が 生 成 さ れ る 条 件 下 で 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 エ ス テ ル 組 成 物 を ア ル カ リ で
処 理 す る 段 階 ； d） 遊 離 共 役 脂 肪 酸 を 含 む 油 相 お よ び 水 相 が 生 じ る 条 件 下 で 、 鹸 化 さ れ た
共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 に 強 酸 溶 液 を 注 入 す る 段 階 ； な ら び に e） 残 留 ア ル コ ー ル と 共 役 脂
肪 酸 と の 間 の 再 エ ス テ ル 化 が 実 質 的 に 防 止 さ れ る よ う な 条 件 下 で 、 油 相 お よ び 水 相 を 直 ち
に 分 離 す る 段 階 、 を 含 む 方 法 を 提 供 す る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸
組 成 物 の 酸 価 は 190を 上 回 る 。 ま た 別 の 態 様 に お い て 、 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 の 酸 価
は 約 190～ 210で あ る 。 さ ら に 他 の 態 様 に お い て 、 緩 和 酸 洗 浄 の pHは 約 5～ 7で あ る 。 い く つ
か の 態 様 に お い て 、 段 階 （ e） に お け る 分 離 は 遠 心 分 離 に よ っ て 行 わ れ る 。 さ ら に 別 の 態
様 に お い て 、 強 酸 溶 液 の pHは 約 2～ 3で あ る 。 本 発 明 は い か な る 特 定 の 出 発 原 料 油 に も 限 定
さ れ な い 。 実 際 に は 、 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 は 、 ベ ニ バ ナ 油 、 ヒ マ ワ リ 油 、
お よ び ト ウ モ ロ コ シ 油 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 油 か ら 得 ら れ る 。 本 発 明 は 、 い か な る 特
定 の ア ル コ ラ ー ト 触 媒 の 使 用 に も 限 定 さ れ な い 。 実 際 に は 、 ア ル コ ラ ー ト 触 媒 は 、 ナ ト リ
ウ ム メ チ ラ ー ト 、 カ リ ウ ム メ チ ラ ー ト 、 ナ ト リ ウ ム エ チ ラ ー ト 、 お よ び カ リ ウ ム エ チ ラ ー
ト か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 い く つ か の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 前 の 段 落 に 記 載 し た 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 共 役
リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 提 供 す る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 組 成 物 の 酸 価 は 190を 上 回 る 。
ま た 別 の 態 様 に お い て 、 組 成 物 の 酸 価 は 約 190～ 210で あ る 。 さ ら に 他 の 態 様 に お い て 、 組
成 物 は 共 役 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 実 質 的 に 含 ま な い 。 さ ら に 別 の 態 様 に お い て 、 組 成 物
は ト ラ ン ス -ト ラ ン ス 型 脂 肪 酸 異 性 体 を モ ル 換 算 で 1.0％ 未 満 し か 含 ま な い 。 い く つ か の 態
様 に お い て は 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 含 む 食 品 ま た は カ プ セ ル が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 い く つ か の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 分 解 す る 方 法 で あ っ
て 、 a） i） 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 含 む 組 成 物 、 お よ び ii） 緩 和 酸 溶 液 、 を 提 供 す る
段 階 ； な ら び に b） 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 含 む 組 成 物 を 緩 和 酸 溶 液 で 処 理 し て 、 遊
離 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 含 む 組 成 物 を 生 成 さ せ る 段 階 、 を 含 む 方 法 を 提 供 す る 。 い く つ か の 態
様 に お い て 、 本 方 法 は さ ら に 、 段 階 c） 遊 離 共 役 脂 肪 酸 組 成 物 を 生 成 さ せ る た め に 段 階 （ b
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） を 少 な く と も 1回 繰 り 返 す 段 階 を 含 む 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸
組 成 物 の 酸 価 は 190を 上 回 る 。 ま た 別 の 態 様 に お い て 、 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 の 酸 価
は 約 190～ 210で あ る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 緩 和 酸 洗 浄 の pHは 約 5～ 7で あ る 。 本 発 明
は 、 い か な る 特 定 の 出 発 原 料 油 に も 限 定 さ れ な い 。 実 際 に は 、 リ ノ ー ル 酸 エ ス テ ル を 含 む
組 成 物 は 、 ベ ニ バ ナ 油 、 ヒ マ ワ リ 油 、 お よ び ト ウ モ ロ コ シ 油 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 油
か ら 得 ら れ る 。 本 発 明 は 、 い か な る 特 定 の ア ル コ ラ ー ト 触 媒 の 使 用 に も 限 定 さ れ な い 。 実
際 に は 、 ア ル コ ラ ー ト 触 媒 は 、 ナ ト リ ウ ム メ チ ラ ー ト 、 カ リ ウ ム メ チ ラ ー ト 、 ナ ト リ ウ ム
エ チ ラ ー ト 、 お よ び カ リ ウ ム エ チ ラ ー ト か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 い く つ か の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 前 の 段 落 に 記 載 し た 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 共 役
リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 提 供 す る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 組 成 物 の 酸 価 は 190を 上 回 る 。
ま た 別 の 態 様 に お い て 、 組 成 物 の 酸 価 は 約 190～ 210で あ る 。 さ ら に 他 の 態 様 に お い て 、 組
成 物 は 共 役 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 実 質 的 に 含 ま な い 。 さ ら に 別 の 態 様 に お い て 、 組 成 物
は ト ラ ン ス -ト ラ ン ス 型 脂 肪 酸 異 性 体 を モ ル 換 算 で 1.0％ 未 満 し か 含 ま な い 。 い く つ か の 態
様 に お い て は 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 含 む 食 品 ま た は カ プ セ ル が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 他 の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 分 解 す る 方 法 で あ っ
て 、 a） i） 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 お よ び 残 留 ア ル コ ー ル を 含 む 組 成 物 、 お よ び ii） 強
酸 溶 液 、 を 提 供 す る 段 階 ； b） 遊 離 共 役 脂 肪 酸 を 含 む 油 相 お よ び 残 留 エ タ ノ ー ル を 含 む 水
相 が 生 じ る よ う な 条 件 下 で 、 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 に 強 酸 溶 液 を 注 入 す る 段 階
； な ら び に c） 残 留 ア ル コ ー ル と 共 役 脂 肪 酸 と の 間 の 再 エ ス テ ル 化 が 実 質 的 に 防 止 さ れ る
よ う な 条 件 下 で 、 油 相 お よ び 水 相 を 直 ち に 分 離 す る 段 階 、 を 含 む 方 法 を 提 供 す る 。 い く つ
か の 態 様 に お い て 、 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 の 酸 価 は 190を 上 回 る 。 ま た 別 の 態 様 に お
い て 、 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 の 酸 価 は 約 190～ 210で あ る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、
強 酸 溶 液 の pHは 約 2～ 3で あ る 。 本 発 明 は 、 い か な る 特 定 の 出 発 原 料 油 に も 限 定 さ れ な い 。
実 際 に は 、 リ ノ ー ル 酸 エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 は 、 ベ ニ バ ナ 油 、 ヒ マ ワ リ 油 、 お よ び ト ウ モ
ロ コ シ 油 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 油 か ら 得 ら れ る 。 本 発 明 は 、 い か な る 特 定 の ア ル コ ラ
ー ト 触 媒 の 使 用 に も 限 定 さ れ な い 。 実 際 に は 、 ア ル コ ラ ー ト 触 媒 は 、 ナ ト リ ウ ム メ チ ラ ー
ト 、 カ リ ウ ム メ チ ラ ー ト 、 ナ ト リ ウ ム エ チ ラ ー ト 、 お よ び カ リ ウ ム エ チ ラ ー ト か ら な る 群
よ り 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 い く つ か の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 前 の 段 落 に 記 載 し た 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 共 役
リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 提 供 す る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 組 成 物 の 酸 価 は 190を 上 回 る 。
ま た 別 の 態 様 に お い て 、 組 成 物 の 酸 価 は 約 190～ 210で あ る 。 さ ら に 他 の 態 様 に お い て 、 組
成 物 は 共 役 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 実 質 的 に 含 ま な い 。 さ ら に 別 の 態 様 に お い て 、 さ ら に
別 の 態 様 に お い て 、 組 成 物 は ト ラ ン ス -ト ラ ン ス 型 脂 肪 酸 異 性 体 を モ ル 換 算 で 1.0％ 未 満 し
か 含 ま な い 。 い く つ か の 態 様 に お い て は 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 含 む 食 品 ま た は カ プ セ
ル が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 い く つ か の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 酸 価 の 高 い 共 役 リ ノ ー ル 酸 を 製 造 す る た め の 方 法
で あ っ て 、 a） i） リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 、 お よ び ii） ア ル コ ラ ー ト 触 媒 、 を
提 供 す る 段 階 ； b） リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 を ア ル コ ラ ー ト 触 媒 で 処 理 し て 、
共 役 リ ノ ー ル 酸 エ ス テ ル 組 成 物 を 生 成 さ せ る 段 階 ； c） 共 役 リ ノ ー ル 酸 エ ス テ ル 組 成 物 を
ア ル カ リ で 処 理 し て 、 残 留 ア ル コ ー ル を 含 む 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 生 成 さ せ
る 段 階 ； d） 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 か ら エ タ ノ ー ル を 除 去 す る 段 階 ； な ら び に e
） 鹸 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 酸 溶 液 で 処 理 し て 、 遊 離 共 役 脂 肪 酸 組 成 物 を 生 成 さ
せ る 段 階 、 を 含 む 方 法 を 提 供 す る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物
の 酸 価 は 190を 上 回 る 。 ま た 別 の 態 様 に お い て 、 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 の 酸 価 は 約 190
～ 210で あ る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 強 酸 溶 液 の pHは 約 2～ 3で あ る 。 本 発 明 は 、 い か
な る 特 定 の 出 発 原 料 油 に も 限 定 さ れ な い 。 実 際 に は 、 リ ノ ー ル 酸 エ ス テ ル を 含 む 組 成 物 は
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、 ベ ニ バ ナ 油 、 ヒ マ ワ リ 油 お よ び ト ウ モ ロ コ シ 油 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 油 か ら 得 ら れ
る 。 本 発 明 は 、 い か な る 特 定 の ア ル コ ラ ー ト 触 媒 の 使 用 に も 限 定 さ れ な い 。 実 際 に は 、 ア
ル コ ラ ー ト 触 媒 は 、 ナ ト リ ウ ム メ チ ラ ー ト 、 カ リ ウ ム メ チ ラ ー ト 、 ナ ト リ ウ ム エ チ ラ ー ト
お よ び カ リ ウ ム エ チ ラ ー ト か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 い く つ か の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 前 の 段 落 に 記 載 し た 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 共 役
リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 提 供 す る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 組 成 物 の 酸 価 は 190を 上 回 る 。
ま た 別 の 態 様 に お い て 、 組 成 物 の 酸 価 は 約 190～ 210で あ る 。 さ ら に 他 の 態 様 に お い て 、 組
成 物 は 共 役 リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル を 実 質 的 に 含 ま な い 。 さ ら に 別 の 態 様 に お い て 、 組 成 物
は ト ラ ン ス -ト ラ ン ス 型 脂 肪 酸 異 性 体 を モ ル 換 算 で 1.0％ 未 満 し か 含 ま な い 。 い く つ か の 態
様 に お い て は 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 を 含 む 食 品 ま た は カ プ セ ル が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
定 義
　 本 明 細 書 で 用 い る 場 合 、 「 共 役 リ ノ ー ル 酸 」 ま た は 「 CLA」 と は 、 任 意 の 共 役 リ ノ ー ル
酸 ま た は オ ク タ デ カ ジ エ ン 遊 離 脂 肪 酸 の こ と を 指 す 。 こ の 用 語 は 、 分 子 内 の い ず れ か の 位
置 に 共 役 し た 2つ の 炭 素 -炭 素 二 重 結 合 を 有 す る 、 リ ノ ー ル 酸 の す べ て の 位 置 異 性 体 お よ び
幾 何 異 性 体 を 含 む と と も に そ れ ら を 示 す こ と を 意 図 し て い る 。 通 常 の リ ノ ー ル 酸 は 炭 素 原
子 9お よ び 12に 二 重 結 合 が あ る 点 で 、 CLAは 通 常 の リ ノ ー ル 酸 と は 異 な る 。 CLAの 例 に は 、
以 下 の 位 置 異 性 体 の シ ス 異 性 体 お よ び ト ラ ン ス 型 異 性 体 （ 「 E／ Z異 性 体 」 ） が 含 ま れ る ：
2,4-オ ク タ デ カ ジ エ ン 酸 、 4,6-オ ク タ デ カ ジ エ ン 酸 、 6,8オ ク タ デ カ ジ エ ン 酸 、 7,9-オ ク
タ デ カ ジ エ ン 酸 、 8,10オ ク タ デ カ ジ エ ン 酸 、 9,11オ ク タ デ カ ジ エ ン 酸 お よ び 10,12オ ク タ
デ カ ジ エ ン 酸 、 11,13オ ク タ デ カ ジ エ ン 酸 。 本 明 細 書 で 用 い る 場 合 、 「 CLA」 に は 、 単 一 の
異 性 体 、 2種 類 ま た は そ れ 以 上 の 異 性 体 の 選 択 的 混 合 物 、 お よ び 天 然 の 源 か ら 得 ら れ た 異
性 体 の 非 選 択 的 混 合 物 、 さ ら に は 合 成 性 お よ び 半 合 成 性 の CLAが 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 明 細 書 で 用 い る 場 合 、 「 異 性 化 さ れ た 共 役 リ ノ ー ル 酸 」 と い う 用 語 は 、 化 学 的 方 法 （
例 え ば 、 水 性 環 境 で の ア ル カ リ 異 性 化 、 非 水 性 環 境 で の ア ル カ リ 異 性 化 、 ま た は ア ル カ リ
ア ル コ ラ ー ト 異 性 化 ） に よ っ て 合 成 さ れ た CLAの こ と を 指 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 明 細 書 で 用 い る 場 合 、 「 共 役 リ ノ ー ル 酸 成 分 」 と い う 用 語 は 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 ま た は
誘 導 体 を 含 む 、 任 意 の 1つ ま た は 複 数 の 化 合 物 の こ と を 指 す 。 そ の 例 に は 、 共 役 リ ノ ー ル
酸 の 脂 肪 酸 、 ア ル キ ル エ ス テ ル 、 お よ び ト リ グ リ セ リ ド が 非 制 限 的 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 明 細 書 で 用 い る 場 合 、 CLAの 「 ト リ グ リ セ リ ド 」 は 、 CLAを ト リ グ リ セ リ ド 骨 格 の 3つ
の 位 置 （ 例 え ば 、 SN-1、 SN-2ま た は SN-3の 位 置 ） の 任 意 の 位 置 ま た は す べ て の 位 置 に 含 む
こ と を 意 図 し て い る 。 し た が っ て 、 CLAを 含 む ト リ グ リ セ リ ド は 、 CLAの 位 置 異 性 体 お よ び
幾 何 異 性 体 の う ち 任 意 の も の を 含 み う る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 明 細 書 で 用 い る 場 合 、 CLAの 「 エ ス テ ル 」 に は 、 生 理 的 に 許 容 さ れ る 天 然 に 存 在 す る
ア ル コ ー ル （ 例 え ば 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 プ ロ パ ノ ー ル ） を 非 制 限 的 に 含 む 、 ア ル
コ ー ル ま た は 任 意 の 他 の 化 学 基 と エ ス テ ル 結 合 に よ っ て 結 合 し た 、 CLAの 任 意 の 、 ま た は
す べ て の 位 置 異 性 体 お よ び 幾 何 異 性 体 が 含 ま れ る こ と を 意 図 し て い る 。 し た が っ て 、 CLA
の エ ス テ ル ま た は エ ス テ ル 型 CLAは 、 CLAの 位 置 異 性 体 お よ び 幾 何 異 性 体 の う ち 任 意 の も の
を 含 み う る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 CLAの 「 天 然 由 来 で は な い 異 性 体 」 に は 、 オ ク タ デ カ ジ エ ン 酸 の c11,t13； t11,c13； t11
,t13； c11,c13； c8,t10； t8,c10； t8,t10； c8,c10異 性 体 ； お よ び ト ラ ン ス -ト ラ ン ス 型 異
性 体 は 含 ま れ る が 、 オ ク タ デ カ ジ エ ン 酸 の t10,c12お よ び c9,t11異 性 体 は 含 ま れ な い も の
と す る 。 こ れ ら の 異 性 体 は CLAを ア ル カ リ 異 性 化 に よ っ て 合 成 し た 時 に 一 般 に 少 量 生 成 さ
れ る た め 、 「 天 然 由 来 で は な い 異 性 体 」 を CLAの 「 微 量 異 性 体 」 と 呼 ん で も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 明 細 書 で 用 い る 場 合 、 「 低 純 度 」 CLAと は 、 8,10オ ク タ デ カ ジ エ ン 酸 、 11,13オ ク タ デ
カ ジ エ ン 酸 、 お よ び ト ラ ン ス -ト ラ ン ス 型 オ ク タ デ カ ジ エ ン 酸 の 含 有 率 が 合 計 1％ 未 満 で あ
る 遊 離 脂 肪 酸 、 ア ル キ ル エ ス テ ル 、 お よ び ト リ グ リ セ リ ド を 含 む 、 CLA組 成 物 の こ と を 指
す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 明 細 書 で 用 い る 場 合 、 「 c」 は シ ス 配 向 性 の 化 学 結 合 を 包 括 的 に 含 み 、 「 t」 は ト ラ ン
ス 配 向 性 の 化 学 結 合 の こ と を 指 す 。 CLAの 位 置 異 性 体 が 「 c」 ま た は 「 t」 を 伴 わ ず に 指 定
さ れ て い る な ら ば 、 そ の 指 定 は 考 え ら れ る 4つ の 異 性 体 す べ て を 含 む 。 例 え ば 、 10,12オ ク
タ デ カ ジ エ ン 酸 に は c10,t12； t10,c12； t10,t12； お よ び c10,c12オ ク タ デ カ ジ エ ン 酸 が 含
ま れ 、 t10,c12オ ク タ デ カ ジ エ ン 酸 ま た は CLAは 、 単 一 の 異 性 体 の み を 指 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 明 細 書 で 用 い る 場 合 、 「 油 」 と い う 用 語 は 、 長 鎖 脂 肪 酸 （ 例 え ば 、 CLA） 、 ト リ グ リ
セ リ ド 、 ま た は そ の 他 の 長 鎖 炭 化 水 素 基 を 含 む 、 流 動 性 の 液 体 の こ と を 指 す 。 長 鎖 脂 肪 酸
に は CLAの 種 々 の 異 性 体 が 非 制 限 的 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 明 細 書 で 用 い る 場 合 、 「 生 理 的 に 許 容 さ れ る 担 体 」 と い う 用 語 は 、 油 性 医 薬 品 に 一 般
に 用 い ら れ る 任 意 の 担 体 ま た は 添 加 剤 の こ と を 指 す 。 こ の よ う な 担 体 ま た は 添 加 剤 に は 、
油 、 デ ン プ ン 、 ス ク ロ ー ス 、 お よ び ラ ク ト ー ス が 非 制 限 的 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 明 細 書 で 用 い る 場 合 、 「 経 口 送 達 用 媒 体 」 と い う 用 語 は 、 カ プ セ ル 剤 、 丸 剤 、 錠 剤 、
お よ び シ ロ ッ プ 剤 を 非 制 限 的 に 含 む 、 医 薬 品 を 経 口 的 に 送 達 す る た め の 任 意 の 手 段 の こ と
を 指 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 明 細 書 で 用 い る 場 合 、 「 食 品 」 と い う 用 語 は 、 ヒ ト 、 非 反 芻 動 物 、 ま た は 反 芻 動 物 に
よ る 摂 取 の た め に 適 し た 任 意 の 食 物 ま た は 飼 料 の こ と を 指 す 。 「 食 品 」 は 、 加 工 さ れ て 包
装 さ れ た 食 品 （ 例 え ば 、 マ ヨ ネ ー ズ 、 サ ラ ダ ド レ ッ シ ン グ 、 パ ン 、 ま た は チ ー ズ 食 品 ） 、
ま た は 動 物 飼 料 （ 例 え ば 、 押 出 成 形 お よ び ペ レ ッ ト 化 が な さ れ た 動 物 飼 料 ま た は 粗 混 合 飼
料 ） で も よ い 。 「 加 工 食 品 」 と は 、 ヒ ト の 摂 取 が 承 認 さ れ て い る 包 装 済 み の 任 意 の 食 品 の
こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 明 細 書 で 用 い る 場 合 、 「 食 品 材 料 」 と い う 用 語 は 、 ヒ ト ま た は 動 物 の 摂 取 に 対 す る 適
合 性 の あ る 任 意 の 物 質 の こ と を 指 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 明 細 書 で 用 い る 場 合 、 「 揮 発 性 有 機 化 合 物 」 と い う 用 語 は 、 所 定 の 温 度 で 部 分 的 ま た
は 完 全 に ガ ス 状 態 と し て 存 在 す る 任 意 の 炭 素 含 有 化 合 物 の こ と を 指 す 。 揮 発 性 有 機 化 合 物
を 、 有 機 化 合 物 （ 例 え ば 、 CLA） の 酸 化 に よ っ て 生 成 し て も よ い 。 揮 発 性 有 機 化 合 物 に は
、 ペ ン タ ン 、 ヘ キ サ ン 、 ヘ プ タ ン 、 2-ブ テ ナ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 3-メ チ ル ブ タ ナ ー ル 、 4-
メ チ ル ペ ン タ ノ ン 、 ヘ キ サ ナ ー ル 、 ヘ プ タ ナ ー ル 、 2-ペ ン チ ル フ ラ ン 、 オ ク タ ナ ー ル が 非
制 限 的 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 明 細 書 で 用 い る 場 合 、 「 金 属 酸 化 体 キ レ ー ト 剤 （ metal oxidant chelator） 」 と い う
用 語 は 、 金 属 を キ レ ー ト 化 す る 任 意 の 抗 酸 化 剤 の こ と を 指 す 。 そ の 例 に は 、 レ シ チ ン お よ
び ク エ ン 酸 エ ス テ ル が 非 制 限 的 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 明 細 書 で 用 い る 場 合 、 「 ア ル コ ラ ー ト 触 媒 」 と い う 用 語 は 、 カ リ ウ ム メ チ ラ ー ト お よ
び カ リ ウ ム エ チ ラ ー ト を 非 制 限 的 に 含 む 、 任 意 の 一 価 ア ル コ ー ル の ア ル カ リ 金 属 化 合 物 の
こ と を 指 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
発 明 の 詳 細 な 説 明
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　 本 発 明 の 組 成 物 は 、 高 度 に 制 御 さ れ た 異 性 化 工 程 、 お よ び 好 ま し い 出 発 原 料 油 で あ る ヒ
マ ワ リ 油 、 ベ ニ バ ナ 油 ま た は ト ウ モ ロ コ シ 油 に よ っ て 得 ら れ る 。 こ の 組 成 物 は こ れ ま で 産
業 規 模 へ の 適 用 を 目 的 と し て は 得 ら れ て お ら ず 、 そ の 理 由 は 、 従 来 の 工 程 で は 歴 史 上 、 共
役 リ ノ ー ル 酸 を 全 く 異 な る 目 的 に 、 す な わ ち 塗 料 産 業 に お け る 乾 性 油 と し て 製 造 し て い た
た め で あ る 。 ま た 、 脂 肪 酸 の 特 性 分 析 の た め の 分 析 方 法 が 幅 広 く 用 い ら れ て は い な か っ た
た め 、 最 終 生 成 物 の 異 性 体 含 量 の 意 味 も 認 識 さ れ て い な か っ た 。 さ ら に 、 本 発 明 は 、 保 存
中 に CLAが 酸 化 し て 揮 発 性 有 機 化 合 物 を 形 成 す る の を 防 止 す る た め の 方 法 も 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
I． リ ノ ー ル 酸 の 共 役 化 の た め の 方 法
　 以 前 の 異 性 化 工 程 で は （ そ の い く つ か は よ り 今 日 的 な 形 式 で 未 だ に 用 い ら れ て い る ） 、
共 役 脂 肪 酸 の 生 成 は 水 性 ア ル カ リ （ 一 般 に NaOH） 中 に て 、 200℃ を 超 え る 高 温 で 、 通 常 は
過 圧 下 で 行 わ れ て き た 。 例 え ば 、 米 国 特 許 第 2,350,583号 （ Bradley） は 、 共 役 化 お よ び 重
合 の 両 方 が 200～ 250℃ で 数 時 間 と い う か な り 厳 し い 条 件 下 で 起 こ る 、 加 工 石 鹸 を 用 い る 水
性 ア ル カ リ 工 程 を 開 示 し て い る 。 ア マ ニ 油 を 出 発 原 料 と す る 乾 性 油 の 画 分 が 蒸 留 に よ っ て
得 ら れ て い る （ 極 め て 類 似 し た 工 程 で あ る 英 国 特 許 第 558,881号 も 参 照 さ れ た い ） 。 こ の
工 程 の 変 法 と し て 、 米 国 特 許 第 4,381,264号 は 、 種 々 の 多 価 不 飽 和 脂 肪 酸 の 二 重 結 合 の 共
役 化 を 目 的 と す る 、 低 含 水 率 の 反 応 区 画 （ 水 0.5％ ） が SO 2 の 存 在 下 で 化 学 量 論 量 の 塩 基 を
含 む 工 程 を 教 示 し て い る 。 こ の 水 性 ア ル カ リ 工 程 は 、 米 国 特 許 第 4,164,505号 に お い て 、
ア ル カ リ 金 属 水 酸 化 物 お よ び 水 を 200～ 370℃ の 間 に 維 持 さ れ た フ ロ ー ゾ ー ン に 連 続 的 に 投
入 す る 連 続 フ ロ ー 工 程 に 転 用 さ れ て い る 。 こ れ ら の 温 度 で は 、 反 応 時 間 は 大 き く 短 縮 さ れ
る は ず で あ る が 、 異 性 化 に 対 す る 制 御 は 相 対 的 に 低 く な る 。 こ の 温 度 範 囲 の 上 端 で は 、 ほ
ぼ 完 全 に ダ ブ ル -ト ラ ン ス （ double trans） 分 子 種 へ の 変 換 が 起 こ る こ と を 当 業 者 は 予 想
す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 文 献 に は 、 さ ま ざ ま な 非 水 性 溶 媒 お よ び 触 媒 を 用 い て CLAを 製 造 す る 方 法 が 記 載 さ れ て
い る 。 Burr（ 米 国 特 許 第 2,242,230号 ） は 、 メ タ ノ ー ル 、 ブ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 お よ
び グ リ コ ー ル な ど の 溶 媒 と 種 々 の 触 媒 と の 併 用 を 開 示 し て い る 。 こ れ ら の 反 応 パ ラ メ ー タ
ー を 表 1に ま と め た 。 グ リ コ ー ル を 除 き 、 こ れ ら の 反 応 は 環 流 条 件 下 ま た は 密 封 管 内 で 行
わ れ て い る 。 こ れ ら の 反 応 条 件 は 、 重 要 な 反 応 パ ラ メ ー タ ー の う ち 2つ 、 す な わ ち 温 度 お
よ び 圧 力 の 制 御 に 不 正 確 性 を 生 じ さ せ て い る 。 こ れ ら の 反 応 パ ラ メ ー タ ー の 制 御 が 不 正 確
で あ る こ と は 、 不 完 全 な 共 役 化 お よ び 望 ま し く な い 異 性 体 の 形 成 を 招 く 可 能 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ 表 1） 特 許 第 2,242,230号
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 同 様 に 、 Baltesら （ 米 国 特 許 第 3,162,658号 ） は 、 非 水 性 溶 媒 、 お よ び 脂 肪 酸 の 共 役 化
の た め の 触 媒 と し て の 種 々 の 金 属 性 塩 基 の 使 用 を 開 示 し て い る 。 Baltesら に よ り 記 載 さ れ
た 方 法 の 種 々 の 反 応 パ ラ メ ー タ ー を 表 2に ま と め た 。 Baltesら は ま た 、 種 々 の 低 沸 点 溶 媒
の 使 用 も 開 示 し て い る 。 こ れ ら の 反 応 の 大 部 分 は 用 い た 溶 媒 の 沸 点 を 上 回 る 温 度 で 行 わ れ
て い る た め 、 反 応 が 加 圧 下 で 行 わ れ た こ と は 明 ら か で あ り 、 こ れ は オ ク タ デ カ ジ エ ン 酸 異
性 体 の 形 成 に 影 響 を 及 ぼ す 独 立 し た 因 子 で あ る 。 こ の た め 、 こ れ ら の 反 応 に よ っ て 得 ら れ
た 生 成 物 は 望 ま し く な い 異 性 体 を 含 む と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ 表 2） 特 許 第 3,162,658号
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【 ０ ０ ４ １ 】
II． ア ル コ ラ ー ト 触 媒 を 用 い た 異 性 化
　 本 発 明 の CLAは 、 8,10異 性 体 、 11,13異 性 体 お よ び 種 々 の ト ラ ン ス -ト ラ ン ス 型 異 性 体 な
ど の 異 性 体 を 著 し い 量 と し て は 含 ま な い 。 こ れ ら の 組 成 物 は 、 図 1の 流 れ 図 に 示 さ れ た 厳
密 に 制 御 さ れ た 非 水 性 ア ル カ リ 異 性 化 工 程 、 お よ び ア ル カ リ ア ル コ ラ ー ト 触 媒 を 用 い た 異
性 化 に よ り 、 製 造 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 好 ま し い 態 様 に お い て は 、 ヒ マ ワ リ 油 、 ベ ニ バ ナ 油 、 ま た は ト ウ モ ロ コ シ 油 か ら 得 ら れ
た リ ノ ー ル 酸 エ ス テ ル を 、 ア ル カ リ ア ル コ ラ ー ト 触 媒 お よ び 少 量 の 適 し た 溶 媒 （ 例 え ば 、
メ タ ノ ー ル ま た は エ タ ノ ー ル ） の 存 在 下 で 反 応 さ せ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 CLAの ア ル
キ ル エ ス テ ル を 製 造 す る た め の 方 法 を 提 供 す る 。 種 子 油 の 脂 肪 分 解 お よ び 脱 水 の 後 に 、 遊
離 脂 肪 酸 を メ タ ノ ー ル ま た は 別 の 一 価 低 分 子 量 ア ル コ ー ル と 混 合 し 、 ア ル コ ー ル が 沸 騰 す
る 温 度 に 加 熱 す る 。 エ ス テ ル 化 は 、 反 応 水 を コ ン デ ン サ ー を 用 い て 除 去 す る 環 流 条 件 下 で
進 行 さ せ る 。 種 子 油 を 過 剰 量 の ア ル コ ー ル お よ び ア ル カ リ ア ル コ ラ ー ト 触 媒 と と も に 、 攪
拌 し な が ら 65～ 78℃ で 2時 間 環 流 さ せ る 。 相 を 分 離 し た 後 に 、 グ リ セ ロ ー ル お よ び 余 剰 ア
ル コ ー ル を 含 む 底 層 を デ カ ン ト す る 。 続 い て 、 エ ス テ ル 化 を さ ら に 完 了 さ せ る た め に 、 よ
り 少 量 の ア ル コ ー ル お よ び ア ル カ リ ア ル コ ラ ー ト 触 媒 を 用 い て エ ス テ ル 化 工 程 を 繰 り 返 す
こ と が で き る 。 続 い て エ ス テ ル を 、 ク エ ン 酸 を 溶 か し た 熱 水 で 洗 浄 し 、 減 圧 下 で 乾 燥 さ せ
る 。 好 ま し い 態 様 に お い て は 、 グ リ セ ロ ー ル の 除 去 お よ び ト リ メ ト キ シ プ ロ パ ン の 形 成 防
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止 の た め に 、 エ ス テ ル を 共 役 化 の 前 に 蒸 留 す る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組
成 物 は ト リ メ ト キ シ プ ロ パ ン を 実 質 的 に 含 ま な い 。 ト リ メ ト キ シ プ ロ パ ン を 実 質 的 に 含 ま
な い と は 、 最 終 生 成 物 が ト リ メ ト キ シ プ ロ パ ン を 0.5％ 未 満 、 よ り 好 ま し く は ト リ メ ト キ
シ プ ロ パ ン を 0.1％ 未 満 、 最 も 好 ま し く は ト リ メ ト キ シ プ ロ パ ン を 0.05％ 未 満 し か 含 ま な
い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 エ ス テ ル 化 に は メ タ ノ ー ル ま た は エ タ ノ ー ル が 好 ま し い が 、 他 の 分 枝 鎖 型 ま た は 直 鎖 型
の 一 価 ア ル コ ー ル を 用 い て も よ い 。 脂 肪 鎖 の ア ル キ ル 基 が 長 い ほ ど 、 材 料 は よ り 脂 質 融 和
性 に な る 。 ま た 、 粘 度 も 高 く な る 傾 向 が あ る 。 コ ン シ ス テ ン シ ー の 異 な る さ ま ざ ま な 種 類
の 飼 料 ま た は 食 品 を 目 的 と し て 、 さ ま ざ ま な 粘 度 の 生 成 物 を 、 そ の CLA成 分 に 起 因 す る 治
療 上 ま た は 栄 養 上 の 性 質 に 影 響 を 及 ぼ さ ず に 、 所 望 の 流 動 特 性 ま た は 配 合 特 性 を 得 る た め
に 用 い る こ と が で き る 。 エ ス テ ル 化 の 理 論 お よ び 実 践 は 従 来 か ら の も の で あ る 。 最 も 一 般
的 な 方 法 の 基 本 的 な 説 明 は 、 McCraw-Hill Encyclopedia of Science & Technology, McGr
aw-Hill Book Co., N.Y.: 1996（ 5th ed.） に 記 載 さ れ て い る 。 動 物 お よ び ヒ ト の 体 内 に
は さ ま ざ ま な エ ス テ ラ ー ゼ が あ る た め 、 CLA-エ ス テ ル が 分 解 さ れ て 遊 離 脂 肪 酸 が 容 易 に 放
出 さ れ る 。 組 織 へ の 取 込 み は 、 関 係 す る 組 織 お よ び 求 め る 利 益 に 応 じ て 異 な る 動 態 を 有 す
る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 の よ う に 、 ア ル コ ラ ー ト 触 媒 を 用 い る 共 役 化 の た め の 好 ま し い 出 発 材 料 は 、 ヒ マ ワ
リ 油 、 ベ ニ バ ナ 油 、 お よ び ト ウ モ ロ コ シ 油 、 ま た は リ ノ ー ル 酸 含 有 率 の 高 い 他 の 油 か ら 得
ら れ た リ ノ ー ル 酸 の エ ス テ ル で あ る 。 油 の リ ノ レ ン 酸 含 有 レ ベ ル は 低 い こ と が 好 ま し い 。
リ ノ レ ン 酸 の 共 役 化 は 、 生 物 学 的 性 質 が 知 ら れ て い な い 特 性 不 明 の い く つ か の 脂 肪 酸 成 分
の 形 成 を も た ら す 。 従 来 の 共 役 化 工 程 は 、 生 成 物 を 乾 性 油 、 塗 料 、 お よ び ワ ニ ス に 用 い て
お り 、 ヒ ト ま た は 動 物 が 消 費 す る 生 成 物 と し て は 用 い て い な か っ た た め 、 未 知 の 化 合 物 の
生 成 に 関 し て は 懸 念 し て い な か っ た 。 こ の た め 、 リ ノ レ ン 酸 を 高 レ ベ ル に 含 む 油 を 用 い る
工 程 に よ っ て 製 造 さ れ た CLAは 栄 養 上 の 用 途 に は 適 し て い な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 い く つ か の 態 様 に お い て は 、 さ ら に 、 脂 肪 酸 の モ ノ エ ス テ ル を 製 造 す る 前 に 、 グ リ セ ロ
ー ル お よ び グ リ セ ロ ー ル の エ ス テ ル を 除 去 す べ き と 考 え ら れ る 。 共 役 化 の 過 程 に 微 量 の グ
リ セ ロ ー ル が 存 在 す る と 、 ト リ メ ト キ シ プ ロ パ ン お よ び ト リ エ ト キ シ プ ロ パ ン の 生 成 を も
た ら す 。 こ の た め 、 共 役 化 の 前 に 、 ア ル コ ー ル 分 解 に よ っ て 得 ら れ た モ ノ エ ス テ ル を 蒸 留
す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 好 ま し い 態 様 に お い て 、 異 性 化 は 、 リ ノ ー ル 酸 エ ス テ ル を 大 量 の 一 価 ア ル コ ー ル （ 例 え
ば 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 プ ロ パ ノ ー ル ま た は ブ タ ノ ー ル ） お よ び ア ル コ ラ ー ト 触 媒
と 反 応 さ せ る こ と に よ っ て 行 わ れ る （ 例 え ば 、 米 国 特 許 第 3,162,658号 を 参 照 さ れ た い 。
こ れ は 参 照 と し て 本 明 細 書 に 組 み 入 れ ら れ る ） 。 典 型 的 な ア ル コ ラ ー ト 触 媒 は 、 ナ ト リ ウ
ム エ ト キ シ ド も し く は カ リ ウ ム エ ト キ シ ド 、 ま た は そ れ ら の メ チ ル 、 ブ チ ル も し く は プ ロ
ピ ル 相 当 物 で あ る （ 例 え ば 、 ナ ト リ ウ ム メ チ ラ ー ト 、 カ リ ウ ム メ チ ラ ー ト 、 ナ ト リ ウ ム エ
チ ラ ー ト お よ び カ リ ウ ム エ チ ラ ー ト ） 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 ア ル コ ラ ー ト 触 媒 お よ
び ア ル コ ー ル と 脂 肪 酸 エ ス テ ル と の 比 は 重 量 ／ 重 量 比 で 約 2～ 5％ で あ り 、 好 ま し く は 、 ア
ル コ ラ ー ト 触 媒 お よ び ア ル コ ー ル と 脂 肪 酸 エ ス テ ル と の 比 は 重 量 ／ 重 量 比 で 約 2.8％ で あ
る 。 例 え ば 、 ベ ニ バ ナ 脂 肪 酸 エ ス テ ル 100kgを カ リ ウ ム エ ト キ シ ド 2.8kgお よ び エ タ ノ ー ル
2.8kgと 混 合 す る 。 い く つ か の 態 様 に お い て は 、 こ の 結 果 得 ら れ た 反 応 混 合 物 を 約 2～ 10時
間 、 最 も 好 ま し く は 約 5時 間 に わ た り 、 100～ 130℃ で 、 最 も 好 ま し く は 約 111～ 115℃ で 攪
拌 す る 。 い く つ か の 好 ま し い 態 様 に お い て 、 反 応 は 密 閉 反 応 容 器 内 で 窒 素 中 に て 行 わ れ る
。 こ の 異 性 化 反 応 に よ り 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 ア ル キ ル エ ス テ ル が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 い く つ か の 好 ま し い 態 様 に お い て 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 ア ル キ ル エ ス テ ル は 遊 離 脂 肪 酸 （ す
な わ ち 、 遊 離 共 役 脂 肪 酸 ） に 変 換 さ れ る 。 こ れ は 好 ま し く は 、 ま ず 共 役 リ ノ ー ル 酸 ア ル キ
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ル エ ス テ ル を 鹸 化 し て 共 役 リ ノ ー ル 酸 の 石 鹸 を 生 成 さ せ た 後 、 酸 の 添 加 に よ っ て 石 鹸 を 分
解 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 鹸 化 は 共 役 リ ノ ー ル 酸 の ア ル キ
ル エ ス テ ル を 適 切 な 塩 基 と 反 応 さ せ る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 本 発 明 は い か な る 特 定 の 塩
基 の 使 用 に も 限 定 さ れ な い 。 実 際 に は 、 NaOHお よ び KOHを 非 制 限 的 に 含 む 、 種 々 の 塩 基 を
用 い る こ と が で き る 。 同 様 に 、 本 発 明 は い か な る 特 定 の 酸 の 使 用 に も 限 定 さ れ な い 。 実 際
に は 、 HCl、 ク エ ン 酸 お よ び 酢 酸 を 含 む 、 種 々 の 酸 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 予 想 外 の こ と に 、 共 役 ア ル キ ル エ ス テ ル か ら 遊 離 脂 肪 酸 を 生 成 さ せ る た
め の 鹸 化 お よ び そ れ に 続 く 酸 の 添 加 の 際 に 、 逆 反 応 が 起 こ る こ と を 見 い だ し た 。 あ る 種 の
状 況 に お い て は 、 ア ル キ ル エ ス テ ル の 鹸 化 に よ っ て 生 じ た 残 留 量 の ア ル コ ー ル （ 例 え ば 、
メ タ ノ ー ル ま た は エ タ ノ ー ル ） が 酸 性 条 件 下 で 遊 離 脂 肪 酸 と 反 応 し て 、 CLAの エ ス テ ル （
例 え ば 、 エ チ ル エ ス テ ル ま た は メ チ ル エ ス テ ル ） が 生 成 さ れ る 。 こ の 結 果 、 許 容 さ れ な い
ほ ど 低 い 酸 価 の 最 終 生 成 物 が 生 じ る 。 強 酸 を 触 媒 と し て 用 い れ ば 、 エ ス テ ル 化 が 遊 離 脂 肪
酸 と ア ル コ ー ル と の 間 に 起 こ る こ と は 当 業 者 に は 周 知 で あ る 。 し か し 、 エ タ ノ ー ル の 含 有
率 が 低 い こ と を 考 慮 に 入 れ て 、 エ ス テ ル 化 が 起 こ る こ と は 予 想 し て い な か っ た 。 そ の 理 由
は お そ ら く 、 酸 性 水 の 添 加 に よ っ て 、 予 想 さ れ た ほ ど に は エ タ ノ ー ル が 遊 離 脂 肪 酸 か ら 除
去 さ れ な か っ た た め で あ る と 思 わ れ る 。 CLAは お そ ら く 、 二 重 結 合 領 域 の 極 性 の た め 、 他
の 脂 肪 酸 よ り も エ タ ノ ー ル に 溶 解 し や す い と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 は 、 本 明 細 書 に 開 示 し た ア ル コ ラ ー ト 触 媒 に よ る 異 性 化 を 用 い る CLA製 造 法 に 数
回 の 緩 和 酸 洗 浄 段 階 を 加 え る こ と は 、 CLAの バ ッ チ 製 造 に 特 に 有 用 で あ る こ と を 企 図 す る
。 本 発 明 の 好 ま し い 態 様 は 、 異 性 化 段 階 お よ び 鹸 化 段 階 の 後 に 、 反 応 混 合 物 か ら 残 留 エ タ
ノ ー ル を 確 実 に 除 去 す る 目 的 で 、 複 数 回 （ 例 え ば 、 1回 、 2回 、 3回 ま た は そ れ 以 上 ） の 緩
和 酸 洗 浄 を 用 い る こ と に よ り 、 ア ル コ ラ ー ト 触 媒 に よ る 異 性 化 の 際 の CLAの エ ス テ ル （ 例
え ば 、 メ チ ル エ ス テ ル ま た は エ チ ル エ ス テ ル ） の 予 想 外 の 蓄 積 を 克 服 す る 。 残 留 量 の エ タ
ノ ー ル の 除 去 に よ り 、 CLAの エ チ ル エ ス テ ル 誘 導 体 を 生 成 す る エ ス テ ル 化 反 応 は 防 止 さ れ
る と 考 え ら れ る 。 鹸 化 CLAの 緩 和 酸 洗 浄 時 の 反 応 混 合 物 の pHは 約 5～ 7に 保 た れ る こ と が 好
ま し い 。 緩 和 酸 洗 浄 段 階 に 用 い る の に 適 し た 酸 に は 、 ク エ ン 酸 一 水 和 物 、 ク エ ン 酸 ま た は
有 機 穏 和 酸 （ 酢 酸 な ど ） が 非 制 限 的 に 含 ま れ る 。 酸 を 溶 媒 （ 例 え ば 、 水 ） と 混 合 し て 、 pH
が 約 5～ 7の 洗 浄 溶 液 を 作 製 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 実 施 例 2お よ び 3は 、 上 記 の 緩 和 酸 洗 浄 段 階 に 関 係 し た 例 示 的 な 態 様 を 示 し て い る 。 詳 細
に は 、 実 施 例 2は 、 ア ル コ ラ ー ト 触 媒 異 性 化 方 法 の あ る 種 の 態 様 に お け る バ ッ チ 規 模 製 造
レ ベ ル で の エ チ ル エ ス テ ル 生 成 の 問 題 を 記 載 し て い る 。 実 施 例 3は 、 バ ッ チ 規 模 製 造 レ ベ
ル で の ア ル コ ラ ー ト 触 媒 製 造 方 法 に お け る 異 性 化 段 階 お よ び 鹸 化 段 階 の 後 の 緩 和 酸 洗 浄 段
階 の 追 加 を 記 載 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 い く つ か の 態 様 に お い て 、 石 鹸 分 解 の た め に バ ッ チ 工 程 の 代 わ り に イ ン ラ イ ン 工 程 を 用
い る こ と も で き る 。 こ れ ら の 態 様 に お い て は 、 希 酸 溶 液 （ 好 ま し く は pHが 約 2～ 3） の 添 加
の た め に 、 CLA石 鹸 の 流 れ を バ ッ チ 反 応 器 か ら イ ン ラ イ ン 反 応 槽 に 送 る 。 CLA石 鹸 を 遊 離 脂
肪 酸 に 分 解 す る た め に 高 速 混 合 機 を 用 い る 。 石 鹸 が 少 量 で あ れ ば エ マ ル シ ョ ン の 形 成 を 促
進 さ せ う る と 考 え ら れ る 。 こ の た め 、 希 酸 と の 高 速 混 合 に 加 え て 、 温 度 を 好 ま し く は 約 80
～ 90℃ に 維 持 す べ き で あ る 。 酸 添 加 し た 反 応 槽 か ら 、 油 お よ び 水 相 を 含 む 流 れ を 直 ち に （
例 え ば 、 酸 添 加 か ら 約 20秒 以 内 に ） 遠 心 分 離 機 に 送 り 、 そ こ で 油 と 水 を 分 離 す る 。 油 は こ
の 段 階 で は 、 水 相 に お け る 油 の 損 失 を 最 小 限 に 抑 え る た め に 少 量 の 水 を 含 む こ と が 好 ま し
い 。 こ の 段 階 で の 温 度 は 、 石 鹸 の 迅 速 か つ 完 全 な 分 解 を 促 進 し 、 エ マ ル シ ョ ン の 問 題 を 最
小 限 に 抑 え る た め に 依 然 と し て 約 80～ 90℃ に 維 持 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 他 の 代 替 的 な 態 様 に お い て 、 鹸 化 さ れ た CLAを 酵 素 的 に 加 水 分 解 す る こ と も で き る 。 好
ま し い 酵 素 に は 、 Novozym 435、 お よ び 、 ト リ ア シ ル グ リ セ ロ ー ル 合 成 ま た は 加 水 分 解 に
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関 し て 非 特 異 的 な （ す な わ ち 、 グ リ セ ロ ー ル の す べ て の ヒ ド ロ キ シ 基 （ sn-1、 sn-2お よ び
sn-3） を エ ス テ ル 化 ／ 加 水 分 解 す る ） 任 意 の 他 の 酵 素 が 非 制 限 的 に 含 ま れ る 。 な お 別 の 代
替 的 な 態 様 に お い て 、 再 エ ス テ ル 化 反 応 は 、 酸 に よ る 処 理 の 前 に 残 留 エ タ ノ ー ル を 除 去 す
る こ と に よ っ て 実 質 的 に 防 止 さ れ る 。 好 ま し い 態 様 に お い て 、 エ タ ノ ー ル は 石 鹸 か ら 陰 圧
吸 引 に よ っ て 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 記 の 工 程 に よ っ て 得 ら れ た 組 成 物 は 、 残 留 石 鹸 お よ び 二 量 体 の 存 在 の た め に 幾 分 黄 色
を 帯 び て い る こ と が あ る 。 し た が っ て 、 い く つ か の 好 ま し い 態 様 に お い て は 、 結 果 と し て
得 ら れ た 共 役 脂 肪 酸 組 成 物 を 、 不 純 物 を 除 去 す る た め に 蒸 留 す る 。 好 ま し い 態 様 に お い て
、 最 終 生 成 物 は 本 質 的 に は 無 色 で あ り 、 二 量 体 お よ び 石 鹸 な ど の 混 入 物 を 実 質 的 に 含 ま な
い 。 好 ま し い 態 様 に お い て 、 共 役 脂 肪 酸 組 成 物 は 、 石 鹸 を 10ppm未 満 し か 含 ま な い 、 お よ
び ／ ま た は 共 役 脂 肪 酸 の 含 有 率 に 比 し て 重 量 ／ 重 量 比 で 二 量 体 を 0.1％ 未 満 し か 含 ま な い
。 好 ま し い 態 様 に お い て 、 上 記 の 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 最 終 CLA組 成 物 の 酸 価 は 190を 上
回 り 、 好 ま し く は 約 190～ 210の 範 囲 で あ る 。 さ ら に 、 最 終 生 成 物 は CLAの エ ス テ ル を 実 質
的 に 含 ま な い 。 実 質 的 に 含 ま な い と は 、 エ チ ル エ ス テ ル CLAの 濃 度 が モ ル 換 算 で 遊 離 共 役
リ ノ ー ル 酸 の 濃 度 の 約 1.0％ 未 満 し か 含 ま な い こ と 、 好 ま し く は モ ル 換 算 で 遊 離 共 役 リ ノ
ー ル 酸 の 濃 度 の 0.5％ 未 満 し か 含 ま な い こ と を 意 味 す る 。 好 ま し い 態 様 に お い て 、 結 果 と
し て 得 ら れ る 組 成 物 は 、 ト ラ ン ス -ト ラ ン ス 型 脂 肪 酸 を 他 の 脂 肪 酸 に 比 し て モ ル 換 算 で 1.0
％ 未 満 し か 含 ま ず 、 好 ま し く は ト ラ ン ス -ト ラ ン ス 型 脂 肪 酸 を 他 の 脂 肪 酸 に 比 し て モ ル 換
算 で 0.5％ 未 満 し か 含 ま な い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ れ ら の 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 遊 離 共 役 リ ノ ー ル 酸 は 、 さ ま ざ ま な 用 途 に 適 し て い る
。 例 え ば 、 以 下 に よ り 詳 細 に 説 明 す る よ う に 、 CLAを 栄 養 補 助 食 品 と し て 用 い る こ と 、 食
品 中 に 混 入 す る こ と 、 ま た は 経 口 送 達 用 に 配 合 す る こ と が で き る 。 ま た 、 CLAを 、 ア シ ル
グ リ セ ロ ー ル 、 好 ま し く は ト リ ア シ ル グ リ セ ロ ー ル の ジ ア シ ル グ リ セ ロ ー ル の 製 造 の た め
、 経 口 投 与 の た め 、 ま た は 食 品 も し く は 粉 末 へ の 混 入 の た め に 利 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
III． CLA化 合 物 の 安 定 化
　 本 発 明 は ま た 、 化 合 物 の 酸 価 を 防 止 す る こ と に よ る 、 CLA、 CLAの エ ス テ ル お よ び CLAの
ト リ グ リ セ リ ド を 非 制 限 的 に 含 む CLA含 有 化 合 物 の 安 定 化 も 想 定 し て い る 。 本 発 明 は い か
な る 1つ の 機 序 に も 限 定 さ れ な い 。 実 際 に は 、 本 発 明 の 機 序 の 理 解 は 、 本 発 明 の 組 成 物 の
製 造 の た め 、 ま た は 本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る た め に 必 ず し も 必 要 で は な い 。 し か し な が ら
、 非 共 役 脂 肪 酸 と は 異 な り 、 CLAは 過 酸 化 物 分 解 産 物 を 形 成 す る と は 思 わ れ な い 。 こ の こ
と は 、 ク ロ リ メ ト リ ッ ク （ chlorimetric） チ オ シ ア ン 酸 第 二 鉄 法 に よ っ て 過 酸 化 物 の 値 （
PV） を 分 光 光 学 的 に 測 定 す る こ と に よ り 、 実 験 的 に 示 さ れ た 。 開 口 ガ ラ ス 容 器 内 で 保 管 し
た 後 の CLAの PVは 32で あ っ た 。 こ れ に 対 し て リ ノ ー ル 酸 で の 値 は 370で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 CLAは 分 解 時 に ヘ キ サ ン を 含 む 揮 発 性 有 機 化 合 物 を 形 成 す る 。 ド ラ ム 缶 の 中 で 数 週 間 保
存 し た 生 成 物 は ヘ キ サ ン を 最 大 25ppm含 む こ と が 明 ら か に な っ て い る 。 ヘ キ サ ン に は 、 食
品 に お い て は 望 ま し く な い 特 徴 的 な 味 お よ び 臭 い が あ る 。 CLAの 酸 化 は 金 属 性 混 入 物 の 存
在 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る よ う に 思 わ れ る 。 こ の た め 、 精 製 時 に 酸 化 を 促 進 す る こ の よ う
な 化 合 物 の 除 去 の た め の シ ス テ ム が 有 益 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 さ ら に 、 保 存 中 の 酸 化 を 低 下 さ せ る 化 合 物 を CLA調 製 物 に 添 加 す る こ と も 有 益 で あ る 。
酸 化 を 防 止 す る 化 合 物 （ 抗 酸 化 物 質 ） に は 一 般 に 2種 類 の 作 用 機 序 が あ る 。 第 1の も の は 脂
質 過 酸 化 物 ラ ジ カ ル の 捕 捉 に よ る 酸 化 の 防 止 で あ る 。 こ の 例 に は ト コ フ ェ ロ ー ル お よ び ア
ス コ ル ビ ン 酸 パ ル ミ テ ー ト が 非 制 限 的 に 含 ま れ る 。 酸 化 を 防 止 す る た め の 第 2の 機 序 は 金
属 イ オ ン の キ レ ー ト 化 に よ る 。 金 属 酸 化 体 キ レ ー ト 剤 の 例 に は 、 ク エ ン 酸 エ ス テ ル お よ び
レ シ チ ン が 非 制 限 的 に 含 ま れ る 。 い く つ か の 市 販 の 化 合 物 （ 例 え ば 、 Controx, Grunau（ H
enkel） , Illertissen, DE） は 、 過 酸 化 物 捕 捉 剤 お よ び 金 属 キ レ ー ト 剤 の 両 方 を 含 む （ 例

10

20

30

40

50

(17) JP 2006-517237 A 2006.7.20



え ば 、 レ シ チ ン 、 ト コ フ ェ ロ ー ル 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 パ ル ミ テ ー ト 、 お よ び ク エ ン 酸 エ ス テ
ル ） 。 本 発 明 の い く つ か の 態 様 に お い て は 、 金 属 酸 化 体 キ レ ー ト 剤 を 、 酸 化 を 防 ぐ た め に
CLA含 有 化 合 物 に 添 加 す る 。 ま た 別 の 態 様 に お い て 、 金 属 酸 化 体 キ レ ー ト 剤 お よ び 過 酸 化
物 捕 捉 剤 の 配 合 物 を CLA組 成 物 に 含 め る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 い く つ か の 態 様 に お い て は 、 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー ／ 質 量 分 析 法 を 、 CLAの 揮 発 性 有
機 性 分 解 産 物 の 存 在 の 検 出 に 用 い る 。 ま た 別 の 態 様 に お い て は 、 油 安 定 性 指 数 （ oil stab
ility index） （ OSI） の 測 定 を 、 CLAの 揮 発 性 有 機 性 分 解 産 物 の 存 在 を 検 出 す る た め に 用
い る 。 本 発 明 の い く つ か の 態 様 に お い て は 、 CLA試 料 か ら 酸 化 促 進 剤 （ 例 え ば 、 鉄 ） を 除
去 す る た め の 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ れ ら の 方 法 に は 、 蒸 留 ま た は 吸 着 に よ る も の が 非 制 限
的 に 含 ま れ る 。 本 発 明 の い く つ か の 態 様 に お い て は 、 CLAの 酸 化 を 防 ぐ た め に 化 合 物 を 添
加 す る 。 揮 発 性 有 機 化 合 物 の 例 に は 、 ペ ン タ ン 、 ヘ キ サ ン 、 ヘ プ タ ン 、 2-ブ テ ナ ー ル 、 エ
タ ノ ー ル 、 3-メ チ ル ブ タ ナ ー ル 、 4-メ チ ル ペ ン タ ノ ン 、 ヘ キ サ ナ ー ル 、 ヘ プ タ ナ ー ル 、 2-
ペ ン チ ル フ ラ ン お よ び オ ク タ ナ ー ル が 非 制 限 的 に 含 ま れ る 。 出 発 材 料 お よ び 厳 密 な 反 応 条
件 に よ っ て は 試 料 が そ の ほ か の 揮 発 性 有 機 化 合 物 を 含 ん で も よ い こ と を 当 業 者 は 理 解 し て
い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 好 ま し い 態 様 に お い て は 、 保 存 中 の 酸 化 を 防 止 す る た め に 精 製 時 に 対 策 を 講 じ る 。 こ れ
ら の 対 策 に は 、 鉄 ま た は 他 の 金 属 を 非 制 限 的 に 含 む 、 酸 化 促 進 剤 と し て 作 用 す る 化 合 物 の
除 去 が 含 ま れ る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 金 属 は 、 漂 白 土 、 活 性 炭 ゼ オ ラ イ ト 、 お よ び
シ リ カ を 非 制 限 的 に 含 む 吸 着 剤 で 処 理 す る こ と に よ っ て 除 去 さ れ る 。 ま た 別 の 態 様 に お い
て 、 酸 化 促 進 剤 は 蒸 留 に よ っ て 除 去 さ れ る 。 い く つ か の 態 様 に お い て は 、 シ リ カ を 吸 着 剤
と し て 用 い る 。 ま た 別 の 態 様 に お い て 、 酸 化 促 進 剤 は 蒸 留 工 程 で 除 去 さ れ る 。 い く つ か の
態 様 に お い て 、 CLAの 酸 化 は 金 属 酸 化 体 キ レ ー ト 剤 ま た は 過 酸 化 物 捕 捉 剤 を 最 終 生 成 物 に
添 加 す る こ と に よ っ て 防 止 さ れ る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 酸 化 の 量 は 油 安 定 性 指 数 （
OSI） に よ っ て 測 定 さ れ る 。 OSI（ 例 え ば 、 AOCSの 公 式 な 方 法 、 Cd 12b-92を 参 照 ） は 、 油
の 酸 化 に 対 す る 抵 抗 性 に 関 す る 測 定 値 で あ る 。 こ れ は 酸 加 速 度 が 最 大 に 変 化 す る 時 点 と し
て 数 学 的 に 定 義 さ れ る 。 こ の 速 度 は 数 学 的 に 決 定 す る こ と が で き る 。 実 験 的 に は 、 OSIは
、 揮 発 性 有 機 酸 （ 酸 化 産 物 ） を 溶 解 し た 脱 イ オ ン 水 の 導 電 性 の 変 化 を 測 定 す る こ と に よ っ
て 算 出 さ れ る 。 OSI測 定 を 行 う 場 合 に は 、 酸 化 過 程 を 加 速 す る 恐 れ の あ る 微 量 金 属 の 混 入
を 避 け る こ と が 重 要 で あ る 。 こ れ は 一 般 に 、 用 い る す べ て の ガ ラ ス 器 具 を 、 ク ロ ム 酸 お よ
び 界 面 活 性 剤 を 含 ま な い 洗 浄 溶 液 で 注 意 深 く 洗 浄 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 水 は 脱 イ オ
ン 化 さ れ て い な け れ ば な ら ず 、 す べ て の 溶 媒 は 高 純 度 グ レ ー ド の も の で な け れ ば な ら な い
。
【 ０ ０ ６ ０ 】
IV． CLA含 有 化 合 物 の 投 与
　 本 発 明 の 共 役 リ ノ ー ル 成 分 は さ ま ざ ま な 形 態 で 提 供 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 態 様
に お い て 、 投 与 は 経 口 的 で あ る 。 CLA成 分 を 、 デ ン プ ン 、 ス ク ロ ー ス ま た は ラ ク ト ー ス な
ど の 適 し た 担 体 と と も に 、 錠 剤 、 丸 剤 、 糖 衣 錠 、 カ プ セ ル 剤 、 溶 液 、 液 体 、 ス ラ リ ー 、 懸
濁 液 お よ び 乳 濁 液 と し て 製 剤 化 す る こ と が で き る 。 好 ま し く は 、 CLA製 剤 は 、 Controx、 Co
vi-OX、 レ シ チ ン お よ び 油 溶 性 型 ビ タ ミ ン C（ ア ス コ ル ビ ン 酸 パ ル ミ テ ー ト ） を 非 制 限 的 に
含 む 抗 酸 化 剤 を 含 む 。 CLAは 水 溶 液 、 油 性 溶 液 ま た は 以 上 に 考 察 し た 他 の 形 態 の い ず れ か
と し て 提 供 し う る 。 本 発 明 の 錠 剤 ま た は カ プ セ ル 剤 に 、 pH約 6.0～ 7.0で 溶 解 す る 腸 溶 コ ー
テ ィ ン グ を 施 し て も よ い 。 小 腸 内 で は 溶 解 す る が 胃 内 で は 溶 解 し な い 適 し た 腸 溶 コ ー テ ィ
ン グ に は 、 酢 酸 フ タ ル 酸 セ ル ロ ー ス が あ る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 CLAは 約 750mgの CL
Aを 含 む 軟 ゼ ラ チ ン カ プ セ ル と し て 提 供 さ れ る 。 ま た 、 CLAを 、 静 脈 内 、 筋 肉 内 、 動 脈 内 、
髄 内 、 髄 腔 内 、 脳 室 内 、 経 皮 的 、 皮 下 、 腹 腔 内 、 鼻 内 、 腸 内 、 局 所 外 用 、 舌 下 ま た は 直 腸
内 手 段 を 非 制 限 的 に 含 む 、 他 の 任 意 の さ ま ざ ま な 経 路 に よ っ て 提 供 し て も よ い 。 製 剤 化 お
よ び 投 与 の た め の 技 法 な ら び に 投 与 に 関 す る こ れ 以 上 の 詳 細 は 、 Remington's Pharmaceut
ical Sciences（ Maack Publishing Co., Easton, PA） の 最 新 版 に 記 載 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ６ １ 】
　 有 効 量 の CLA成 分 （ 遊 離 脂 肪 酸 、 ア ル キ ル エ ス テ ル ま た は ア シ ル グ リ セ ロ ー ル の 形 態 に
あ る ） を 、 動 物 飼 料 お よ び 飲 料 を 含 む 、 さ ま ざ ま な 食 品 中 の 補 給 物 と し て 提 供 す る こ と も
で き る 。 こ の 用 途 に 関 し て 、 CLAを 含 む 食 品 と は 、 外 因 性 CLAが 添 加 さ れ た 任 意 の 天 然 食 品
、 加 工 食 品 、 ダ イ エ ッ ト 食 品 ま た は 非 ダ イ エ ッ ト 食 品 の こ と を 意 味 す る 。 CLA粉 末 を 、 ダ
イ エ ッ ト 飲 料 、 ダ イ エ ッ ト バ ー （ diet bar） 、 栄 養 補 助 食 品 、 加 工 冷 凍 さ れ た 肉 、 キ ャ ン
デ ィ ー 、 ス ナ ッ ク 製 品 （ 例 え ば 、 チ ッ プ ス ） 、 加 工 肉 製 品 、 ミ ル ク 、 チ ー ズ 、 ヨ ー グ ル ト
、 お よ び 、 脂 肪 ま た は 油 を 含 む 任 意 の 他 の 食 品 を 非 制 限 的 に 含 む 、 さ ま ざ ま な 食 品 に 直 接
混 入 し て も よ い 。 ア ル カ リ ア ル コ ラ ー ト 触 媒 に よ り 生 成 さ れ た ア ル キ ル エ ス テ ル ま た は 共
役 リ ノ ー ル 酸 成 分 が 配 合 さ れ た 食 品 は 、 用 い た 溶 媒 お よ び 触 媒 に よ っ て は ア ル コ ー ル （ 例
え ば 、 メ チ ル ア ル コ ー ル ま た は エ チ ル ア ル コ ー ル ） を 含 む 。 一 般 に 、 ア ル コ ー ル は 約 1～ 1
0ppm存 在 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 さ ら に 、 上 記 お よ び 実 施 例 に 示 し て い る よ う に 、 CLA組 成 物 は 、 CLAを 含 む 食 品 の 味 お よ
び に お い に 有 害 な 影 響 を 及 ぼ す レ ベ ル の 揮 発 性 有 機 化 合 物 を 含 む 可 能 性 が あ る 。 揮 発 性 有
機 化 合 物 を 100ppm未 満 、 好 ま し く は 揮 発 性 有 機 化 合 物 を 5ppm未 満 し か 有 し な い CLA組 成 物
を 含 む 本 発 明 の 食 品 は 、 よ り 高 レ ベ ル の 揮 発 性 有 機 化 合 物 を 含 む 食 品 よ り も 味 お よ び に お
い の 点 で 優 れ る と 考 え て お り 、 盲 検 下 で の 味 お よ び に お い の 試 験 で も 好 ま れ る と 考 え ら れ
る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の い く つ か の 態 様 は 、 共 役 リ ノ ー ル 酸 成 分 を 含 む 食 品 で あ っ て 、
共 役 リ ノ ー ル 酸 成 分 の 揮 発 性 有 機 酸 化 合 物 濃 度 が 十 分 に 低 く 、 そ の た め 食 品 の 味 お よ び に
お い が 影 響 を 受 け な い よ う な 食 品 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
実 施 例
　 以 下 の 実 施 例 は 、 本 発 明 の い く つ か の 好 ま し い 態 様 お よ び 局 面 を 示 し 、 さ ら に 例 示 す る
た め に 提 供 さ れ る も の で あ り 、 そ の 範 囲 を 限 定 す る も の と み な さ れ る べ き で は な い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 以 下 の 実 施 例 の 開 示 に お い て は 以 下 の 略 号 を 用 い る ： M（ モ ル 濃 度 ） ； mM（ ミ リ モ ル 濃
度 ） ； μ M（ マ イ ク ロ モ ル 濃 度 ） ； kg（ キ ロ グ ラ ム ） ； g（ グ ラ ム ） ； mg（ ミ リ グ ラ ム ） ；
μ g（ マ イ ク ロ グ ラ ム ） ； ng（ ナ ノ グ ラ ム ） ； Lま た は l（ リ ッ ト ル ） ； ml（ ミ リ リ ッ ト ル
） ； μ l（ マ イ ク ロ リ ッ ト ル ） ； cm（ セ ン チ メ ー ト ル ） ； mm（ ミ リ メ ー ト ル ） ； nm（ ナ ノ
メ ー ト ル ） ； ℃ （ 摂 氏 温 度 ） ； KOH（ 水 酸 化 カ リ ウ ム ） ； HCL（ 塩 酸 ） ； Hg（ 水 銀 ） 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
実 施 例 1
共 役 ベ ニ バ ナ FAMEの 大 規 模 バ ッ チ 製 造
　 ベ ニ バ ナ 共 役 FAMEの 製 造 は 、 メ タ ノ リ シ ス お よ び 共 役 化 と い う 2つ の 段 階 に 分 け る こ と
が で き る 。 メ タ ノ リ シ ス を 目 的 と し て 、 ベ ニ バ ナ 油 6,000kgを 密 閉 反 応 器 に 投 入 し た 。 反
応 器 に 大 気 圧 の 窒 素 を パ ー ジ し 、 メ タ ノ ー ル 1150リ ッ ト ル お よ び NaOCH３  160kg（ 30％ 溶
液 ） を 添 加 し た 。 混 合 物 を 攪 拌 し な が ら 65℃ に 加 熱 し 、 65℃ で 2時 間 反 応 さ せ た 。 反 応 器
に 窒 素 ガ ス を パ ー ジ し な が ら 、 こ の 結 果 生 じ た 最 下 層 を デ カ ン ト し た 。 続 い て 、 水 1000リ
ッ ト ル （ 40～ 50℃ 、 こ れ に は ク エ ン 酸 一 水 和 物 50kgが 溶 解 さ れ て い る ） を 攪 拌 し な が ら 添
加 し た 。 層 を 分 離 さ せ （ 約 60min.） 、 反 応 器 に 窒 素 ガ ス を パ ー ジ し な が ら 最 下 層 を デ カ ン
ト し た 。 こ の 結 果 生 じ た ベ ニ バ ナ FAME生 成 物 を 真 空 下 に て 80℃ で 1時 間 乾 燥 さ せ た 。 エ チ
ル エ ス テ ル の 製 造 に も 同 様 の 手 順 を 用 い る こ と が で き る （ 実 施 例 4参 照 ） 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
実 施 例 2
低 pH洗 浄 を 用 い る バ ッ チ 製 造 法
　 本 実 施 例 で は 、 酸 価 が 予 想 外 に 低 い 最 終 生 成 物 が 得 ら れ る バ ッ チ 規 模 製 造 法 に つ い て 述
べ る 。 CLAの エ チ ル エ ス テ ル 35kgを 、 350lの 反 応 容 器 内 で 、 水 14.5kg中 に 溶 解 し た KOH 9.8
kgを 用 い て 鹸 化 し た 。 温 度 を 75℃ に 1時 間 保 っ た 。 発 熱 性 鹸 化 反 応 に 起 因 す る 温 度 の わ ず
か な 上 昇 時 に お け る 石 鹸 形 成 を 防 ぐ た め に 、 軽 い 過 剰 圧 （ 0.2bar） を 加 え た 。 反 応 が 完 了
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し た 後 に 、 高 粘 性 の 混 合 物 の 攪 拌 が 容 易 に な る よ う に 水 10lを 添 加 し た 。 塩 酸 17.51を 混 合
物 に 攪 拌 し な が ら 添 加 し 、 混 合 物 を 80℃ に 加 熱 し た 。 遊 離 脂 肪 酸 を 形 成 さ せ 、 底 層 を 抜 き
取 っ た 。 底 層 pHは 約 3.0～ 2.0未 満 で あ っ た 。 ク エ ン 酸 5kgを 水 50kgに 溶 か し 、 反 応 器 に 攪
拌 し な が ら 添 加 し た 。 乳 化 を 避 け る た め に 温 度 を 90℃ に 高 め た 。 水 を 抜 き 取 っ た 後 に 、 微
量 の 石 鹸 を す べ て 分 解 す る た め に 、 さ ら に ク エ ン 酸 5kgを 添 加 し た 。 こ の 結 果 得 ら れ た 最
終 生 成 物 の 酸 価 は 約 186で あ り 、 こ れ は 予 想 し た 200と い う 値 よ り も 低 か っ た 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
実 施 例 3
緩 和 酸 洗 浄 を 用 い る バ ッ チ 製 造 法
　 本 実 施 例 で は 、 一 連 の 緩 和 酸 洗 浄 を 用 い る バ ッ チ 規 模 製 造 法 に つ い て 述 べ る 。 ベ ニ バ ナ
油 の エ チ ル エ ス テ ル 75.0kgを カ リ ウ ム エ ト キ シ ド 1.5kgを 用 い て 異 性 化 し た 。 鹸 化 を 目 的
と し て 、 エ チ ル エ ス テ ル を 、 水 32l中 に 溶 解 し た KOH 16.6kgで 処 理 し た 。 混 合 物 の 温 度 は 7
5～ 80℃ に 保 ち 、 反 応 物 を 圧 力 0.3barの 窒 素 雰 囲 気 下 に お い た 。 発 熱 性 反 応 混 合 物 の 温 度
は 85℃ に 上 昇 し た 。 鹸 化 反 応 を 完 了 さ せ た 後 、 ク エ ン 酸 一 水 和 物 8.0kg（ 固 体 ） を 激 し く
攪 拌 し な が ら 添 加 し 、 遊 離 脂 肪 酸 を 形 成 さ せ た 。 pH 6の 底 層 の 水 を 抜 き 取 っ た 。 次 に 2回
の 水 洗 浄 噴 霧 を 攪 拌 せ ず に 反 応 器 内 で 行 い 、 静 置 し た 後 に 抜 き 取 っ た 。 次 に 、 水 に 溶 か し
た ク エ ン 酸 一 水 和 物 に よ る 3回 の 最 終 洗 浄 を 、 反 応 混 合 物 を 激 し く 攪 拌 し な が ら 行 っ た 。
こ れ ら の 3回 の 最 終 洗 浄 液 は そ れ ぞ れ 1.0kg、 2.0kgお よ び 7.0kgと し た 。 油 生 成 物 を 減 圧 下
で 乾 燥 さ せ た 。 生 成 物 の 酸 価 は 201で あ っ た 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
実 施 例 4
共 役 ベ ニ バ ナ FAEEの 実 験 室 合 成
　 ベ ニ バ ナ 油 か ら の エ チ ル エ ス テ ル の 形 成 は 、 ベ ニ バ ナ 油 1000gを 21％ ナ ト リ ウ ム エ チ ラ
ー ト ／ エ タ ノ ー ル 溶 液 50mlお よ び 純 エ タ ノ ー ル 230mlと 丸 底 フ ラ ス コ 内 で 混 合 す る こ と に
よ っ て 行 っ た 。 こ の 混 合 物 を 攪 拌 し な が ら 78℃ で 1時 間 環 流 さ せ た 後 、 分 液 漏 斗 に 移 し た
。 各 層 を 分 離 し た 後 に 底 層 100mlを デ カ ン ト し た 。 エ チ ル エ ス テ ル を 含 む 最 上 層 を 90℃ の
熱 水 で 3回 洗 浄 し た 後 に 、 減 圧 下 で 乾 燥 さ せ た 。 乾 燥 し た エ チ ル エ ス テ ル を 180℃ の 減 圧 下
（ 約 0.3mbar） で 蒸 留 し た 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 CLA FAEEの 製 造 を 目 的 と す る 、 ベ ニ バ ナ 油 由 来 の 蒸 留 FAEEの 共 役 化 は 、 FAEE 100gを ナ
ト リ ウ ム エ チ ラ ー ト 粉 末 2.00gお よ び エ タ ノ ー ル 0.66gを 小 型 反 応 器 内 で 混 合 す る こ と に よ
っ て 行 っ た 。 空 気 を 窒 素 に 交 換 し た 上 で 、 反 応 器 を 120℃ に 加 熱 し た 。 混 合 物 を 120℃ で 3
時 間 攪 拌 し た 後 に 反 応 器 を 80℃ に 冷 却 し た 。 続 い て 共 役 油 を 、 80～ 90℃ の 熱 水 50gに よ り 5
回 洗 浄 し た 。 4回 目 の 洗 浄 水 に は ク エ ン 酸 2gを 溶 解 し た も の を 用 い た 。 続 い て エ チ ル エ ス
テ ル を 減 圧 下 で 乾 燥 さ せ た 。 CLAエ チ ル エ ス テ ル の 最 終 的 な 酸 価 は 0.9で あ っ た 。 非 共 役 リ
ノ ー ル 酸 の 残 留 量 は 0.9％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 以 上 よ り 明 ら か と 考 え ら れ る こ と は 、 本 発 明 に よ り 、 動 物 飼 料 お よ び ヒ ト の 摂 取 に 適 し
た 食 品 の 配 合 に 用 い う る 、 高 純 度 の 共 役 リ ノ ー ル 酸 組 成 物 が 提 供 さ れ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 以 上 の 明 細 書 で 言 及 し た す べ て の 刊 行 物 お よ び 特 許 は 参 照 と し て 本 明 細 書 に 組 み 入 れ ら
れ る 。 本 発 明 の 範 囲 お よ び 精 神 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 本 発 明 の 説 明 さ れ た 方 法 お よ び 系
に さ ま ざ ま な 変 更 お よ び 変 化 を 加 え う る こ と は 当 業 者 に は 明 ら か で あ る 。 本 発 明 は 特 定 の
好 ま し い 態 様 と と も に 説 明 さ れ た が 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ る 本 発 明 は 、 こ の よ う な
特 定 の 態 様 に 過 度 に 限 定 さ れ な い こ と が 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 実 際 に 、 本 発 明 を 実 施 す
る た め の 説 明 さ れ た 様 式 に 対 す る さ ま ざ ま な 改 変 は 、 医 学 、 生 化 学 ま た は 関 連 分 野 の 当 業
者 に は 明 ら か で あ り 、 そ れ ら は 以 下 の 特 許 請 求 の 範 囲 に 含 ま れ る も の と す る 。
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